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大名の封建負櫓
金　澤　理　康
序 読
　こ㌧に大名とは江戸幕府時代の諸侯を指す。所謂萬石以上の領地を
領有する者である（註一）。概藪二百五六十人。総高千六七百萬石。大名
はその領地を江戸の將軍から傳來的に獲得した者もあウ、然らずして
從前よう之を領有せし者もある。軌れにせよ大名は、江戸の將軍から
容認せられたる揚合に限りその領地を領有し得た。將軍の容認は一定
の條件の下に與へられ、決して無條件ではなかつた。その條件（負澹）
を研究せんとするのが本論の主題であるが、その條件を基礎づけるも
のは言ふ迄もなく將軍と大名との主從關係である。主從關係に墓く黙
に於て、將軍と旗本（註二）御家人等との關係と共通なる要素を持つ。
唯大名はこれ等の者とは領地と稔する特殊なる知行所を有する黒占に於
て甚だ異つて居う、所謂封建諸侯の地位を有したので、その意味に於
て大名の將軍に封する關係は特殊なものと言ひ得る・即ち大名の負櫓
は封建諸侯とレての負搬なるが故に、之を封建負澹と稻することが出
來ると思ふ。
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　將軍と大名殊に外様大名と稽量られる者との關係を、主從關係と稽
することに封しては、反封する者があるかも知れない。然しながら慶長
十六年（醤養三美主二）四月十二日在京の諸大名が徳川家康（註三）に封して
差出したる誓詞中三ケ條の第一條に「如二右大將家（註四）以後代々公方
之法式＿可》奉二仰之一。被》考二損盆一而自二江戸一於ム被》出二御目録一者。彌
堅可・相二守其旨一事。」とあ虫註五）、江戸の命令に服從すべき旨を定め
1て居鉱それの敷術として元和元年（醤蒼義薯）七月七日將軍と諸大名
との問に定められた武家諸法康も亦、同様に大名の臣從義務を定めて
ゐる。斯くて大名は將軍と君臣關係あるものと言ひ得る。唯然しこれ等
の諸丈書が君臣關係を設定したるものと速断してはならない。寧ろこ
れ等は君臣關係の存在を前提として作成されたものと見るべきであっ
て、それ以前既に君臣關係は登生してゐ尤のである。これ等の文書殊
に武家諸法度は、君臣關係の内容を成す重大事項に就て明記し、以て
その確定を圖つたものと考ふべきである。この事は武家諸法度が將軍
の代替う毎に新に定められ、そして前牛期に於ては將軍の代替ウの時
よウ永きは十三年短きも四年を脛てから、之が作成せられてゐるとい
ふ事實に雰つて・容易に謹明せられ得る。即ち新將軍との主從關係ぱ
決してその時に至る迄登生しないのではなくて、新將軍に封する初滲
（最初の見滲）によつて直ちに登生して居め、それが唯形式的に確認せ
られ且つ内容的確定を見たものと理解せられるのである。
　初滲によつて君臣關係が登生することは決して江戸時代に初まった
制度ではなく、それは遠く武士薮生の時代迄遡る。即ち涯くとも鎌倉
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幕府開府の頃には存在してゐる。そしてその制度が途中何等改塵を見
ることなく存績し、江戸幕府時代に至つ完のである。そして見滲のみ
によつて主從關係は設定せられ、何等文書は必要としない。極めて例
外的に臣よう君に起請丈を提出したこと竜あつたが（註六）、王朝時代に
臣よう君に名簿（二字）を俸呈したる風習は武家時代には行はれず
（註七）、況んや契約書を作成し叉は交換するが如きことは我國の風習で
はなかつた。軍純なる爾者の君臣的面謁によつて君臣關係は登生した
のであつた。
　大名の語は其由來古く、而してその語義は幾度か憂遽してゐる。最初
それは名田の大なるものを指しブ～。名田の登生は遅くとも天喜年間で
あう（駐八）、從つて鎌倉開府を遡ること百三十年程である。唯大名小名
の語が頻繁に現はれて來るのは鎌倉幕府の頃からであ鉱而竜多くは
地頭職を帯びて居る者を指してゐる（言畝）。それが室町幕府の頃に至る
と守護を意味するに至奴註一〇）、それは國持衆とほ讐同義語として用
ひられてゐる（註一一）。そして國持衆よう一段格の下つたものとして外
様衆が置かれてゐた（註一二）。越えて江戸幕府に至めそれは萬石以上の
領主を汎稚する語となう、大名中に家門、譜代、外様の別、國主、領
主の匝別（註一三）・虹に國持・國持並・城主・無城の匠別が設けられた
のでま）つた（註一囲。然し諾種の負澹を定める揚合にぱ、多く所領の石
高をフ，1ξ準として、何十萬石以上又は何萬石以下といふ具合に旺別して
取扱はれてゐた（註一五）o
　凝建の語は我國に於て多様に用ひられてゐる。或は郡縣政治形態に
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封立する語として、或は君臣の身分關係を基礎とする武力的奉仕と御
恩との關係として、或は経濟外彊制の意味を有するものとして用ぴら
れてゐる（註一六）。帥ち第一の意義に於ては領地とそれの世襲性とに重
鮎が置かれ、從つて徳川將軍の御家人の如き領地無き者は封建關係に
無き者であり、叉天領の代官の如きも多く世襲性なきが故に封建關係
に無き者となる。第二の意義に於ては君臣の身分關係といふ人的要素
に重きが置かれ、而も武力的奉仕と御恩といふ關係の存在が要求せら
れる。從つて世襲は寧ろ當然の事理とはせられず、主君虹に臣下の代
替う毎に新なる關係設定行爲が要求せられ、杢く端的なる到人信用の
上に立つ。而してこれが第三の意義に於けるものと異る主たる黙は、
その奉仕義務が武力的なることに存する，，帥ち被管名子がその主人た
る親方に封する奉仕は農業勢働其他の勢役であう、武力的奉仕ではな
い。叉武力的たる黙に於て上代の氏族制度に於ける主從關係とも異つ
てゐる。斯くて第二の意義に於ては領地なき御家人も封建關係に在る
者となめ、將軍の代替うに際しての総登城による封建關係設定行爲が
意昧を登揮し、大名旗本御家人等の死亡・隠居になる代替うに際して
將軍よウ所領安堵を受けることが必要となる。安堵が御恩と考へられ
るのは此法理による。武力的ならざる奉仕竜泰耶の世に於ては数を培
すが、その塞礎はあく迄武力的奉仕にある封二藍は、特に彊調する迄もな
い事である。
　江戸幕府下に在つては、策一の意味に於ける封建を政治形態としつ
つ、簾二二の意味に於ける封建をそのフ、覧礎に置いて居グ、策二の意味に
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於けるものによつて、帥ち大名等に封する人的服從關係を通じて、將
軍の統制は及んだのであるが、それを除けば大名は其領地を濁立國に
於ける君主の如く統治したのであつた。而して此人的紐帯は江戸幕府
存績中凝ることなく張力に作用し、從つて初よう絡まで封建負擢は、
その内容の勢務的なると財産的なるとを問ぶことなく、凡て人的基礎
の上に立ち、所領の負櫓即ち土地負櫓として考へらる㌧ことはなかつ
た。從つて負捲附の土地として所領が費買・譲渡の封象となることは
なかつたのである。所領は取引肚會よう全く隔絶せられて居つたので
あう、我國の諸研究に於て、所領が土地制度の古き形態として探う上
げられずに、唯統治制度の古き形態として探ム上げられる所以は、此
庭に存するのである。
　以一ヒ述べたる如く大名の封建負澹は人的なるものであう物的なもの
ではないのであるが、提供せらるべき竜の」内容は（甲）精神的虹に外
見的容態たることもあう、（乙）自身叉は從：者を以てする勢務たること
もあり、（丙）財物提供たることもあつた。
　（一）先づ大名は將軍に封して忠誠を蓋すべく（忠誠負捲）、（二）その
具膿的方法として滲観交替を行ひ（墾観負櫓）且つ妻子江戸居住のこと
を守6、（三）斯定のFl時に所定の方式に從ぴ必ず江戸城に塗城すべく
（登城負澹）、（四）自身が武藝に於て竜行政能力に於ても充分なるi費質
を有すること、殊に領内統治の能力を有すること（能力負澹）、（五）自
費を以て幕府の諸職を勤務すること（役方負澹》、（六）叉警備に常るこ
と（番方負推）、（七）幕府よめ分捲を命ぜられたる一時的叉は経常的土
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　腫轍一一一一一一一一一一」r帽
木事業を果すこと（土木負捲）、（八）幕府に慶事ある揚合に金品を提供
・する年とを要し、之に定期的なるもの（定式御祝儀負澹）、（九）臨時的な
るもの（臨時御祝儀負澹）とあム。叉（十）禁裏に御慶事叉は御不幸ある
揚合に禁裏に封し幕府所定の金品を提供すること（禁裏御吉凶負憺）、
（十」）幕府に不幸ある揚合に幕府所定の寺肚に幕府所定の金品を提供
すること（香典負携）・（十二）初参に際し・婚姻許可に際し・家督許可
に際し謝禮の意味に於て幕府所定の金品を提供すること（御禮負捲）、
更に進んでは、大名自身が幕府の統制に服して行動し（十三）領内に封
し成ぞべく幕府法と異らざる法令を布くほか（法令負櫓）、（十四）自己
の家來拉に領民に幕府法の直接適用あるを怨容することを必要とした
（統制負捲）。（十五）最も重要なる負捲は然し軍役であつた（軍役負澹）。
之を要するに（二）以下は忠誠を華すことの具膿的内容であ鉱忠誠を
i譲す方法としては決して（二）乃至（十五）k蓋くるものではないが、そ
の主なる竜のとして以下順を追ふてこれ等を解明すること㌧する。
　注意すべきは、將軍が大名に封して種々の錫品を行ひ、而も之が慣
例となつてゐる爲、恰も大名に封する將軍の義務の如き膿を成して居
り、從つ七蔓務的なる外見を有することである。然し大名の將軍に封
するものが制裁を件ふに反して、將軍の大名にi封するものは杢く制裁
を映くりで、爾者はその性質に於て益然異つてゐ尤と言はなければな
らない。
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（註・一）　石高とはr｛ド貢靱石之納高也」とい志、地：方凡例録の解羅が最も簡にし・で要を得て
ゐるo川息ムミ敷にそイしぞイし石感が兆めら堵ガで居り、領地内の高辻（石高の・合算額）が萬
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　石以上に至る揚合、その領主は大名と構せちれるQ或は端的に萬石以上と樗せちれる
　こともある・寛文三年武家諸法度第八條等参照・
（註二）旗本は萬石に満たざる知行所を支配する者李謂ふ・大名は武家諸法度により、
旗本は諸士法度により拘束せられた。旗本中特に大名に準ずる取扱を受けた者もあつ
　た。交代寄合と稔せちれる者帥ち之であり、大名と同様参観交替を行つた。
（註三）當時將軍職を帯びてゐた者は秀忠であり、家康は將軍ではなかつた演、將軍に
代つで之を行つたと見得るo
??
??
??
??
??
ン
? ????（?
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（?
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（?
（
（註一〇）
　月九日。
（註一・一）
（註一二）
（註一三）
（註一四）
（註一五）
源頼朝を指す。
家忠日記、追加二十〇
源耶盛衰記巻二＋七。
將門記、天慶二年十二月十五日o
東南院女書、天喜五年六月、伊賀國符。
吾妻鏡巻五十、文磨二年五月十三日。
　鹿苑院殿元服記末條、正季二十三年四月一日。普廣院殿御元服記箆長二年三
長豫二年以來申次記o
：交明＋一年記。殿中申衣記永蔵七年o
寛文三年武家諸法度第七條等o
残集柳菅秘鑑第二。
例へば元文三年七月十一日定めめ大名拝領屋徽の坪数、一萬石乃至二萬石は
　二：千五百坪、二萬石乃至三萬石は二千七百坪、鯵とするが如しo家藏青表紙第二部量
　舖向諸的例っ
（註一六）上原專豫「醐逸中世史研究」所収「封建制度研究に於ける一噸向」第二節参照Q
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君臣關係登生すれば臣重は主君に封し無定量の義務を負ムた。季時と
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戦時とを商はない。その基礎を成すものは勿論武士たるもの」本質、
ひいては武士を登生せしめた祉會的必要と言ふべく、御成敗式目の制
定も此目的途行の爲であつた（謎一）。臣下たる者の義務の途行は御恩
（所領の給與等）を既に受けて居る場合允るとそれ以前たるとを問はな
い。御恩は寧ろ功績に封する恩賞の如き性質を有した。況んや御恩の
分量に慮じて奉仕奉公を爲すべきものとするが如き考へ方は、到底容
れらるべき思想ではなかつた。よつて必然的に二君に奉公するを得な
いこと㌧なる。蓋し定量あらばその蝕裕を利用して、その飴裕を以て
他の主君に忠節を墨すことを得るが、無定量の揚合にはか＼る鹸裕は
存在しないからである。
　二君腿上に仕へるζとを可能ならしむるには・義務に定量を認むる
のみならず、なほ定量義務履行に就ての順位が法律上確定して居なく
てはならない。酉洋の例に於て分量は定まつて居ても、それを果す時
期は豫め定められて居らないのが通常であるが、主君の要求次第それ
は履府せらるべきこと㌧なつてゐるので、，二人以上の主君からほ虻同
時に要求あうたる揚合に、軌れに附いて奉公するかΨ問題となるわけ
である。か㌧る揚合には最先に通告を受けたる側に墾加すべく、他の
主暦に勤しては冤脱に封して財物提供を行ムを以て足るといぷ法制も
存、した。例へばドィツ中世に於けるザクセン・シユご一ゲノン封建法の
如きこれである（註二）。然しその探うたる庭置が正當なりや否やは容易
に決し難いことが多い。そして主君は多く緊急の場合には人を要する
≧と蒲切であるから、身を以て奉仕せの家臣を責め勝ちである。そζ
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でその到定は第三者的地位に立つ家臣達の意見によう行ムことが最も
要當となる。家臣達が合議して當否を裁到する。か＼る封建裁鋼所の
登達なくしては到底複薮君臣關係の維持運用は不可能である。逆にか
」る封建裁到所の登達は複歎君臣關係を可能ならしめると言べる。帥
ち封建裁到所の登達あらば君臣關係は墜務契約的たう得る。然らざる
限うは必然的に片務契約的たらざるを得ない。
　我鎌倉幕府の初期に於ては、未だ非封建的關係が張度に残存して居
り、一方に於て封建的主從關係が結ばれながら、その家臣は他方に於
て非封建的主君、帥ち本家・領家・領主・等の本所に隷属して居鉱
その方へ非封建的負捲を果すべき義務を有し七居たのであう、漸く鎌
倉時代後孚期に於て下地の中分の方法によつて排他的武家領の成立が
あう（註三）、室町幕府の牛濟法施行後に行はれた下地の中分は残部を更
に折牟して武家領たらしめた（註四）。これは適法なる方法によつて行は
れブ～のであるが、此他に違法なる押領によつて武家領の鑛大せられた
ること言ふ迄もない。斯様にして非封建的隷属關係は漸次清算せられ
て純化の一路を辿つた。そして鎌倉幕府k於ては最初政所、後に評定
所（引付を含む）が封建裁判所として作用し、御家人問の所領の雫を
裁き（註五）、室町幕府に於ては中頃迄は前代と同様であう、それよう引
付沙汰に代つて御繭沙汰が行はれた（註六）。然しこれは杢然西欧の封建
裁穿り所とヰ旨性質力∫異つて居う、ナi寄箪より響芋に・任命せられブa裁少唾官力；事：
務的に事を行。凱に過ぎず、家臣達が家臣たる資格に於て常然裁到所を
構成するとい．婦のではなかつた（註七）。從つてその裁到所は家臣問の
10 大名の封建負携
所領の箏を管轄するのみで、家臣が主君に封する、叉は主君が家臣に
封する訴訟を扱ふことはなかつた。否凡そ主從問の訴訟は裁到すべか
らざる性質のものとせられ（註八）、從つて將軍を當事者（原告叉は被告）
とする訴訟は存在し得なかつたのである。江戸時代に於ても同様で診
銚明治に入蚤初めて政府を相手方とする訴訟が認めちれる（註九）。
　封建裁到所が存在しなかつたといふ事は大名の會同を絶無たらしめ
たとの意味ではない。大名達は後段登城の義務の項に於て述べるが如
く、朔望等の月例登城の義務があ鉱江戸滲観中の大名は江戸城に於
て會同する機會を有したのである。然し此會同は將軍を相手方とする
もので唯それが同時的に行はる㌧に過ぎず、決して共通議題を論議ぜ
んが爲の目的に出づるものではなかつた。謂はΨ縦の關係に基くもの
で横の關係に基くものではなかつた。從つて殿中k於ける諸大名問の
交渉は至く儀禮以外に出づるものではなかつた。若しそれを超えて交
渉を有することは忠誠の義務に違反するものと見られる虞があつた。
慶長二十年の武家諸法度以下毎同の武家諸法度に、諸大名が幕府の許
可なく互に通婚することを禁止する規定を置いてゐる黙、叉隣國の大
名が互に徒窯を結ぶが如き揚合には、それを知うたる隣國の大名は、
直ちに幕府に言上すべしと規定してゐる黙等によめ、之を推知し得る
（註一〇）。
　然らば、元和二年四月四日徳川家康が、自己の病篤く再び起たざる
を畳鉱外様の諸大名を病床の附近に集め、「我齢古稀にこえ不起の病
にそみぬれば、天謙すでに終らんとす、、大樹（註、將軍）天下の政を統領
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すれば」我なからん後の事、更に憂とせず。凌讐し大樹の政務ひが事
あらんには・各かは蚤て天下の事をはからムベし。天下は一人9天下
にあらず。天下は天下の天下なれば、吾これをうらみず。是にようて
各に暇給へば一先封地にかへう、大樹の令を待て來るべし」と面命し
たる事實（註一一）は如何に解すべきか。一鷹の解繹に從へば大名達の横
の結合を認め、その團膿が將軍の國政を批到して、將軍の施政に不當
あらば之を排除する権力を與へられたるもの＼如くである。然しその
眞意は決してその様なものではなかつた。その事は同日に於て將軍秀
忠に封し「諸國の大名大樹の命にそむき、滲観に怠るものあらんには、
一門世臣といふとも、すみやかに兵を登し謙職すべきなう」と命じて
）居る所よめして（謎一二）、それが輩に儀禮的言餅…に過ぎなかつた事を知
う得る。多くともそれは將軍に封する諌言依頼の意味以上に出づるも
のではないo
　大名が横の聯絡を爲すことに封する禁止は、幕末に至う或程度解か
れブ～。文久二年（醤蒼三喪美圭）以降慶鷹三年に至る僅々六ケ年程の問で
ある。帥ち文久二年閏八月廿三H、滲観在府改制井政務協議達書なる
ものあり、「（上略）就而者、在府中、時々登城致し、御政務の理非得失を
始、存付候儀も有之候はΨ十分に申立、（中略）叉ハ諸大名、互に談合候
様可被致候。尤右作々御直に御尋も可右之事（下略）」と述べてゐる（註一
三）。斯くして’諸大名は公然とその資格に於て政治の得失を論議iし、且
つ將軍の諮問に慮ずべきこと，」なつブ～のである。然しそれは決して斯
謂裁到機關議決機關を設定しブ～ものでもなく、叉常設的諮問機關を設
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置したものでさへもない。軍に大名問の個々面接的協議を許容したる
ものに過ぎないのであるo
　上述の制度的鍵化に先立ち、臨時的なる措置としてはそれよう五年
前の安政四年（醤鳶三葱i）諸大名の横議は公許されてゐた。安政四年八
月二十四日の幕府よう諸侯k輿へられたる「亜墨利加人登城二付達書」
〈註一四）に反封を唱えて、同年十一月加賀薩摩以下二十一藩に及ぶ諸大
名の行ひたる「亜墨利加官吏登螢免許布達二付國主二十一家上書」
（註一五）の作成に際しての會議は、適法に行はれたとは言へ澱かも知れ
ない。然し同年十二月二十九日及び三十日に於て、諸大名に登城を命
じ通商條約締結に就ての意見を徴したことは、制度的にではなくても、
臨時的に諮問機關としての列侯會議を：設置し箆のであ鉱そして翌安
政五年四月二十五日にも再び諮間會議は開催せられてゐる（註一穴）。そ
の結論は同年六月廿七日大廣問詰諸大名の條約調印不可の建白となつ
た。その後大名の會同會議は事實上行はる㌧ことは困難となつ尤が、
然し重大事項に就ては諸大名の會議により衆議統裁を行はんとしてゐ
たことは、丈久二年十ご月十三日「諸藩江上意之書付J中に「尤委細
之儀巻衆議之上」云々との文言あるによつて知られる（註→＝）。要之、
幕末に於ては制度的に叉は臨時的に横の聯絡の禁止は解除せられブ～の
であつたが、二百六十五年中の十年程度であるから、杢膿的に見れば、
禁止的状態に於て推移したと言ムて過言ではない。
　忠誠義務の内容は、凡ゆる形に於て表はされてゐる。後節述ぶるが
如き諸多の義務が究極に於ては忠誠義務の具膿的表現であるモとは言
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ふ迄もない。然しなほその外に、主君に封して叉はその代理人に封し
て、言葉を以て且つ行爲を以て奪敬を表はすべきものとせられてゐた
（註一八）ことは疑がない。この事は清極的に、不敬を制裁するといふ形
ぞ表現せられてゐる。不敬あウ遊うとせらる㌧場合は甚だ多ぐ、而し
てその重きものに封しては改易帥ち塵絶の制裁を課してゆる。忠誠義
務違反として積極的に封桿すること竜亦在ゆ得るわけであるが（註一九〉
實際上封揮は不敬によつて推定せらる㌧ことが多く、此爾者を明瞭に
匹別することは困難である。從つて大名の腰絶を行ふ場合、郎ち所謂
御家改易となる揚合に、不敬を理由とせられてゐるときには・必ず封
桿凍る理由をその背後に認めてゐたと解して差支ない。明確にせんが
爲に多少の實例を基げて見よう。
　元和三年（醤鳶三美聾）五月十日壌絶の石州津和野藩主四萬石坂崎出
朋守正盛は、幕府の召喚あうしに拘はらず「疾と稔し御使にも劃面せ
す門戸を閉ぢ公を輕しめし！廉を理由とせられ、元線元年（醤諺蒙尭三）
五月十八日信州長沼一萬石藩主佐久間織部勝親は、「御小姓を命ぜらる
＼に不敬の御講せしによウ」康絶せられ、同二年八月四日土佐中村三
萬石の藩主山内大膳亮豊明は不敬を理由に改易の庭分をせられてゐる
（註二〇）。
　天和二年（醤薩三美饗三〉五月廿六日大和新庄一萬千土十絵石桑山美作
守一一ヲηま「東叡山御法事の時失禮あるによう」領地の牧公となめ・前
年十二月十日駿州田中四萬石の藩主酒井日向守忠能は「姪河内守忠理
逼塞せしめらる」により江戸に來て遠慮して在へきやと御気色を伺ぴ
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奉るべき事なるに居城に逼塞せし條人臣の禮を失」へるものとして塵
絶せられた（註二一）。この二例は、前三例が濃厚に封拝的要素を包藏す
るに反して、や㌧純粋なる奪敬違反に近きものと言ひ得る。
　（註一・）　貞永元年八月八日北條泰時より六波羅の北條駿河守重時に遣はした潰息文参照1δ
　（註二）　『Sachsenspiege1－1£hnrechち46§2◎
　（註罠）式目i新編追加第一八六條o　l
　（註四）建試以束邉加第四五條。
　（謹五）　沙汰乗練書る石井良助r中営武家不動産訴訟法の研究」。
　（註六）石井上引所引粉注集。
　（註七）　S携chsen8piegel－1£hnrechち65§10三67§100
　（駐八）－吾妻鏡1寳治元年十一月廿七日の條。式目新編追加第三四九傑。
　（麗九）明治七年九月二日司法省達第二四號「人民ヨリ院省使府縣梶封スル訴訟假規則」
　　により、政府封人民の訴訟が認められ初めた。今日の國を原告又は被告とする訴訟の
　　澤腹であるQ
・（註一〇）
（註一一）
（註一二）
（註一罠）
（駐幽四〉
（註一’1五）
（註一六）
（註一七）
（註一八）
（駐剛一九）
（駐二〇）
（駐二一）
徳川禁令考第一秩九〇頁。武尿諸法度第七條及第八條o
新訂檜補國史大系第三十九巻九三・九四頁。
同上九四頁。
徳川禁令考第一映三九九頁。
同上三三三頁。
同上三三七頁。
同上三五三頁。
同上四一七頁。
Miむworde　lmde　mi七t盒d（Ssp．。：Lehnrecht，3）なる立法例参考o
SsRL＆ndrecht，IIL78§S3Ssp．一正£hnrccht，58§2滲・考Q
史籍集覧本、腹絶録o
同上Q
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第二参観負搬
　墾観交替の制度は、大名の將軍に封する忠誠義務を捲保するものと
して最も重要なるものであつた。滲観は滲勤であう、上番勤務の意で
あるが（註＿）、轄じて勤務を俘はざる滲向面接を意味し、再轄して面接
可能状態たる軍なる江戸在留を意味すおに至つたものと考へられる。
観は天子に諸侯が謁することであるが、江戸幕府は將軍を天子と同等
親して、特に正徳二年（醤薩三…主三〉三月には勅答の語を塵し御返答の
語を用ふべきことを定めてゐる程で（註二）、將軍との接見を観と稽して
何等怪しまなかつた。滲観交替の交替とは、江戸に在留してゐた大名
の或部分に代つて他の部分が在留するごとを意味したものに外ならな
いo
　墾凱交替は從つて個々の大名より見れば江戸在留と領地在留との交
互的實行である。但し領地下向を爲す者は大名本入のみにて、その妻
子は江戸に永住せしめられ、共に下向を許されず、所謂出女入鐵砲と一
稚する關所取締の制度は、大名の妻子の江戸脱出防止の爲の制度とさ
へ言はれてゐる。帥ち幕府は大名の妻子を江戸に張制的に居住せし
め、之を人質の目的に用ひたのであつた。例外として成長せる嫡子即
ち家督相績入たるべき地位に在る者は、特許を得て領地に下向する乙
とを得たが、此揚合も父と入れ代りに行ふことのみが許されてゐる
（註三）。
16 大名　の　封建負捲
　然しながら大名の墾凱交替制自艦とその妻子の江戸彊制居住制と
はぢ一鷹分離して考察すべきものである。先づ前者を見るに慶長二十
年（元和元年）七月を以て始まるとする詮があ奴註四〉、叉寛永十ご年
六月とする読がある（註五）。前者は恐らく慶長二十年（醤藩三柔主至）七
月七日の武家諸法度の文言を基礎とするものであらうが、その「諸大
名滲観作法之事」云々の文言が果して後世の意義に用ひられて居るも
のか否かΨ疑問であう、寧ろ輩なる接見の爲の参向と解するを穏當と
する。然し寛永十二年（醤藷三美聖甕）六月二十一日の武家諸法度に「大
名小名在江戸交替所相定也」とあるによつて、此時に於て初めて所謂
参観交替の制度が定まつたとするのは逞きに失する。大名の妻子江戸
居住の制が家光の初世帥ち元和の末年寛永の初年に定ま9たとの大猷
　し院殿御實紀附録巻三の記事を信ずれば、墾観交替制の爽生意その時ま
で遡及せしめる必要があ6、然らずとするも寛永十一年八月四日には
譜代大名の妻子すら江戸居住を命ぜられて居るので鍵六）、外楼大名の
竜のはそれ以前と考ふべきであ弧從つて滲観交替制もそれ以前に定
まつたものと断言し得る。
　大名の妻子江戸居住制は職國諸家に於て行はれてゐた人質の制と其
目的を同うする。人質の制は、慶長十四年（醤鳶三美杏究）二月十九日に
季忠力斗L方諸大名の質を槍閲したこと・同年三月藤堂高虎その他の大
名よ◎家來の子弟を江戸に提供したこと駐七）等の事實によう、早く
ようそれは行は厩居奴と蜘る。そして漸く敷五敏簾三美蓬）
七月十三日に至つて壌止せられてゐる（謎八）。從つてそれと大名の妻子
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江戸居住制とは、三十年以上重複して存在してゐるわけであるが、何
事も先例を菱ぜ澱方針を持し、常に愼重を期し允江戸幕府としては、
此重複は決して永き期問であつたと言ムことは出來ない。大名の家來
を或はその子弟を質人として櫓保するよウは（註九）、大名自身の妻子を
押へて居る方が遙に有敷な方法であるので、途に奮制の不要を認め、
それは途に腰止の運命となつたわけである。此妻子江戸居住制はその・
後約二百三十年問存績し、文久二年（醤諺三甕美三〉閏八月二十三日滲観
交替制の緩和と共に塵止となつた（設一〇）。その際参観割合として新に
定められ尤ものは、從前の一年在府→年在領に比し殆んど十分之一に
も足ら澱三年目に百日づつの在府制であつ左。なほ交替の時期は享保
七年（醤諺三毫杢圭〉迄は外様が四月で譜代が六月であつたが、その年七
月三日の定によ鉱外様譜代の匿別なく三月叉は九月となつた（註一一）σ，
滲槻の時期は豫め定つては居ても、それを行ふ際には一々幕府の許可
を受くべきものとせられ、享保十七年（醤蒼三毫杢…）三月の定に依れば、
四月下國した者はその年十一月中に、六月下國した者は翌年二月中に、
奮規に從ひ上府の許可を申請すべきものとしてゐる（註一二）。
　滲観交替の制は大名にとつて甚しき負捲であつtたことは吻々を要し
ないと、思ふ。帥ち、江戸の屋敷は幕府よウの蜴邸ではあるが、その上屋
1敷、中屋敷、下屋敷の維持費、それへの滞留費は杢部大名の負罐であ
う、領地の居館居城のものと：重複してゐたわけである。i進んでは蹄國
上府の美々しき供揃の負澹よウ、宿場への支梯等に至る迄、その失費
は莫大に上つた。從つてこれの冤除叉は緩和は大名にとつて非常な、恩
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典と考ぺられた。斯くして享保七年（醤諺三i詮三）七月三日には布告を
爽し、幕府の在庫米不足を補ふ手段として當分の問大名の在府日藪を
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　アゲマイ孚減し、傘年の在國を許容する代奴こ、上米を萬石につき百石の割に
て大坂城へ春秋牛額づ㌧納入すべきことを命じた（註一三）。漸く享保十
五年四月十五日府庫充實の故を以て之を壌し、奮に復した（謎一四）。滲
観交替の義務違背が壌絶の制裁を受くべきことは、制度の本旨よウし
て理の當然であ外例へば丹波園部の領主一萬五千石の別所豊後守吉
治は、薮年の聞疾と稚して滲観を怠うながら、鷹野・川狩會の事を專
らとしてゐた廉によ鉱寛永五年（醤藷三建染）二月二十八日途に改易
となつてゐる（註一五1）o
　（註一）吾妻鏡、建長三年八月二＋三日條。御當家令條、慶長＋八年六月＋六日板倉伊
　　賀守に封する家康の沙汰書。
　　　　　御鰯書寛保集成八二頁。（註二）
（註三）
（註四）
（註五）
（註六）
（誰七）
（駐八）
〈註九）
（註一〇）
（註一一）
（註一二）
（註一罠）
（註一四〉
（註・一五》
憲教類典ニノニ、参観、享保七年七月三日。
松挙太郎、江戸時代制度の研究、上、六七三頁。
禁川禁令考第四秩五一六頁。
徳川實紀、大猷院殿實紀巻二十六σ
同台徳院殿御賓紀谷九。
同嚴有院殿御貴紀巻三＋一。同附録巻下Q
寛永十二年武家諸法度第十三條。徳川禁令考第四帆四七五頁o
　徳川禁令考第一妖、N國ξ拝三、四〇〇頂lo
　憲敷類典＝：ノニ、参塑。
，御鯛轡寛保集成四七六貢o
　有徳院殿御賓紀巻十五。
　同巻三十一〇
腹絶録、ヒ巻O
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第三登城員櫓
　滲観交替を行つて江戸に居住する大名は・ 一定．日時に江戸城に登城
し、將軍に面接する義務を有した。一方に於て登城を行ふや否やによ
う忠誠心否反逆心の存否を見、登城せる大名との面接に際しての居作
態度によ鉱その忠誠心の程度を見ることを以て目的とし、他方に於
て將軍を総帥とする軍除結成k充分なる能力を與ぺ居るや否やの簡閲、
鮎呼を行ぷことを以て目的とした。軍なる儀禮に過ぎ澱と見られる揚
合に於ても、これ等の目的と必ず關聯を有するものであつ疫。こ＼に
斯謂登城は出仕の爲の登城を含懐ない。出仕は特に幕府の吏員たる資
格を與へられ遊る者が、或は警衛的或は事務的事項を庭理する爲に登
螢することであ◎、將軍と大名といぷ輩なる關係に基く登城とは其目
的を異にするからである。
　將軍との面接は或は個別的に或は集團的に行はれた。例へば月次登
城に於ては先づ黒書院に於て集團的に、績いて自書院に於て三家三卿
を初めとして溜詰衆・國持衆その地四晶以上の者が一人づ＼面接し、
諸大夫よう三人づ￥面接する定になつてゐた（註一）。颪接に際しての控
所は殿巾席書によつて定つて居鋏駐⇒、必ずそれに從ムZとを要する
ものとし、叉面接迄の時問巾は大且付以下がその席を見廻ウ監督を行
ぶものとした（鍵三）。叉所定の服裟を着用すべきものとした。例へば將
』軍代替登城に際しては、直垂狩衣大紋布衣素飽を用ふべく（駐四〉、將軍
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の息女入輿に際しては、無地婁斗目牢袴を着用すべきであつた（註五）。
太刀は之を外して玄關外の家臣に預くべきであう、特に許きれたる者
の外は「御玄關御式壷江刀持上う候」ことは堅く禁止せられ、享保三
年（醤蒼三薫竺食）四月更に之が働行を命じ禿（註六）。許されて居る者は松
季加賀守以下十七名である。
　登城ば種々の観黙から分類せられ得る。先づ定時と臨時とに分たれ、
定時は更に月次（月並）と年始八朔・五節句とに分たれる。月次とは朔
望帥ち陰暦の一日と十五日とであ凱更に一月二月四月七月十二月に
は二十八日にも之を行ふべきであつた（註七）。尤もご月三月には朔日の
登城を省き、三月四月七月十一月には十五日の登城を省いてゐる（註八）
更に正徳六年（擁三摯美）閏二月の鰯書に灼三月五月の朔日登城は
塵止となう（註九）、寛保四年（奮藤三輻霞）二月の改正によら爾後二月二
十八日に代へて三月朔日を置いた（註一っ）。其後些少の憂化はあつたが、
大膿その儘行はれて幕末に至る。そして丈久二年（醤蒼三蔓貴⇒閏八月
．二十二日滲凱交替制の緩和、妻子江戸居住制の塵止と共に、正月二月
四月七月の二十八日拉に五月九月の朔日に於ける月次登城は之を屡止
した（註一一）。
　年始は月次登城と異あ特に重く扱ひ、一日二日三日の三ケ日に亙つ
て面接を行つ尤。そして娚杯（御流頂戴）賜服（時服頂戴）を件つた。五
節句即ち一月七日・三月三日・五月五日・七月七日・九月九日に於げ
る面接はほ讐月次登城の揚合と同じく億r二）、これ等は文久以後と躍
菟廠止せらるることはなかつた（註＿三）。八朔即ち八月一日の登城も五
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節句と同様に取扱はれ、叉十二月二十八日叉は廿九日の歳暮登城も之
に準じ禿（註一四）。
　定時と臨時との中間に位する竜のとしで、滲観を了へて離國する際
蚊に江戸に滲着したる際に行ふ登城義務がある。四月六月、後には三．
月九月が交替期であるから定時とも言ひ得るが、然し日が不確定であ
う、叉滲観上府それ自盤さへも幕府の都合によう左右され得た黙よう
すると、臨時的性格を多少帯びてゐるからである（註一五）。蹄國の爲の
面接を行ぴたるときは、本來直ちに出登すべきであう爾後の滞在は許
されない筈である。然し漸次多少の滞在は黙認せられ、享保二十年七，
肩の定は當日よう三十日問は無屈にて滞在することを容認してゐる。
そして之を超ゆる揚合に限う許可を受くべきものとした（註一六）。
　臨時の登城義務は將軍家に重大なる吉凶の事が生じたる揚合に生ず
る。第一が將軍宣下の揚合であ弧例へば寳永六年（罐三毫杏究）五月
一日の如く維ミ登城が命ぜられる（註一七）。第二に將軍莞去の揚合・であう、
麗去の翌日久は翌々日幕府の指定に從つて西丸に在る世子の許に総登
城を爲すべきであつた。例へば寳永六年一一月の揚合の如し（註一八）。隠
居せる前特軍帥ち大御所の琵去せる際も之に準じ、この揚合には本丸
へ総登城すべきであつた。例へば寛延四年（醤蒼三嬰蓋⇒六月二十日の
揚合の如し（註一九）。筑三に諮軍の世子西丸へ入る揚合であウ，、西丸へ
入ることは將軍世子たることを確定する意味を有し、重大なる行事な
るが故である。この揚合には本丸虹に西丸への登城が要求せられる。
例へば享保偉（簾葦要〉六掛卜日に於けるが如し（濫・）．その
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他將軍の子交は孫の出生に際し（註二一〉、將軍の息女婚嫁に際し（註ニニ）
將軍の子息元服に際して（註二三）、総登城が命ぜられてゐる。
　なほ臨時の総登城を行ふべき揚合として禁裏に於ける吉凶がある。
御践詐の揚合、例へば慶慮三年（醤藷三畏栞老）一月十八日（註二四）、御帥
位の揚合、例へば享保二十年（鷲三…詮釜）十一月十一日（誰二五）、主上
崩御の揚合、例へば弘化三年（醤藤三昊肉套）二月十一日（註二六）、法皇崩
御の場合例へば元文二年（醤鳶三毫空老）四月十九日（註二七）、法皇御病氣
御全決の揚合、例へば寧保十五年（醤鳶三葦i墾）十二月二十六日（註二八）、
立太子の揚合、例へば同十三年六月二十一日（註二九）、等に於て之が見
られる。朝廷の吉凶を幕府の吉凶と観じ斯く総登城を命じたと理解す
るよウは、大名を自己の直接支配下に引つけて朝廷と結ぶ機會を與へ
ない爲k之を命じたと理解すべきことは、禁裏に封する香典御祝儀が
直接禁裏に屈けられても、それが必ず幕吏遊る禁裏附の手を脛由すべ
きものとしてゐる黙等より察知することが出來る（註三〇）。
　臨時にして且個々の登城面接は、家督相績の謝禮の爲、婚姻許可の
謝禮の爲その他があ鉱これ等は多く月衣登城の際を利用して行はれ
たが、それは唯便宜に從つたに過ぎず、本來は軌れの日たウとも幕府
の指定に從つて出頭すべきものであつた。
　登城せる大名との面接は、將軍本人が之を行。ζことが元來の趣旨で
ある。然し將軍病氣その他の事由ある揚合には名代（代理人）をして面
接せしめブ～。幕初の例は名代たるときには一々豫めその旨を明示した
のであつブ～が淳保＋六年（簾三蟄⇒四月以來、將軍世子洲輝の名
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代たる場合には明示することを屡止してゐる（註三一）。老中が名代たる
ことも屡あ弧例へば雁の問詰（詰衆）の者に封しては、月次登城の場
合老中が名代たることが慣例となつてゐた（註三二）。此事と混同すべか
らざるは老中方への廻禮であう、老中の私宅へ或は年始に際し三日よ
め七日迄、或は歳暮に際し十二月二十八日前に行くことは、大名とし
て當然爲すべきこと＼せられてはゐたが、それが私的訪問なることは、
資格と場所とを異にすることを以て容易に識別し得る事柄である（註三
三〉Q
　登城の義務は本丸に在る將軍に封して行ムを以て足れうとせず、西
丸に世子あるときは必ず世子に面接する爲に西丸にも登城すべく（誼三
円）、叉大名本人のみならずその嫡子帥ち家督相績人として確認せられ
たる者あるときは、その者も共に登城すべき義務を有した（註三五）。
　登城の義務は領地に在つて在府せざる場合に菟除せられて居ること
は言ぷ迄もない。然し江戸に居る揚合には必ずこれを果すべき責務が
あつたので、若し病氣等の事由によう果し碍ざる場合には、その旨を
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コトワリ大目付を纏由して老中に屈出づべきものとしてゐる（鍵三六）。断とあ
るが故に融三七）、許可主義でなく届出主義たうしことを知る。但し正
當な事由溢ることを要し、少々の病叙は押しても登城すべき旨を元交
四年（舗三識）八肺してゐる（註三八）．
　（註一）　憲敦類典三ノニ＋六、殿申、）
　（註二）　御鰯香寛保集成二五乃至三三頁。同天明集成一二頁。
　（駐…1）　憾川禁令考第三蕨六六七：頁所収、賀永六年四月御漉「1内外収締之儀御需付o
　（駐四）御鯛欝寛保簗成一五力頁。
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??????????????．??同一五八頁。
徳川禁令考第四映四九八頁σ
御鰯書寛保集成一二六頁o
同天明集成二五～二六頁o
同寛保集成一〇九頁。
　同費暦集成二慧頁b
　績徳川：實紀、昭徳院殿御：實緯同同傑o
　憲敷類典三～二：：十穴、・殿中o
　註一一一所引σ
　御鯛書寛保集成一一三頁o
　前節滲槻負櫓滲照。
　御鰯書寛保集成四七六頁っ
　同一六七頁。
　同二：八四頁。
　同寳暦集成一大○頁◎
　同寛保集成二〇八頁。
　同一三九頁、費永四年六月ぢ
　同一五八頁、費永五年＋一月。
・同二〇八頁、享保＋年四月九日。
　縦徳川：實紀、慶喜公鍍紀同日條。
　御鰯書寛保集成八八頁。
　愼徳院殿御賢紀巻十、同日傑o
　御鰯書寛保集成九〇頁。
　岡八六買。
　同バ五頁。
　禁裏御吉凶負携を参照。
　御鰯書寛保集成一一ニニ三頁。
　暮朝古事談、古導類苑官位部三、一七三四頁所歌o慶喜公御1實穐慶慮三年三
鴛十五口條o
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（註…茗）
（註三四）
（註三五）
（註…獣）
（註三七）
（註筥八）
御鰯書寛保集成一〇六頁等。
同一〇〇頁◎
同一五八頁o
有志勤仕録、大目付、古事類苑官位部三、三一〇頁所牧o
同上。御鰯書寳暦集成一二八頁o
同上o
第四能力負澹
　大名は一方に於て、將軍を総帥とする軍隊の指揮者としての能力を
有すべく、他方に於て領内行政組織の首班たる能力を有すべきであつ
凌。この武人的能力、地方官的能力の軌れかを敏く揚合には諸種の制
裁を加へられ、場合によつてはその事のみを以て大名たる地位を奪は
れ、或は生命を奪はれたのである。即ち極めて重大なる負婚であつた
と言ひ得る。
　この負搭に關しては慶長二十年（元和元年）武家諸法度の初條に於て
「文武弓馬之道專可相嗜事」とあう、綱吉のものに至つて「丈武忠孝を
働し可正禮義事」と表現せられてゐる。即ち前者に於ては個人的修養
を主眼に規定せられ、後者に於ては領内行政方針の形に於て娩定が爲
されてゐるが、共に一部分を表現したものに過ぎないのである。・綱吉
以後に佃人的修養が不要となつブ～と理解すべきでもなく、叉それ以前
に行政方針が之と異るものでよかつたとい。ζわけでもなかつ尤。玉Yζに
表現方法の礎化に過ぎない。自ら正し以て他を正すべきであつたこと
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『言ふ迄もない。
　能力欠敏の揚合に於ける制裁の種類は甚だ多かつた。本人の死刑流
刑叉は張制隠居の外、之に加へて改易、減知、國替、等が科せらる㌧こ
とがあ鉱或は改易、減知、國替等脅〉みが科せられた。叉輕く閉門、
逼塞に止まる、こともあつた。それ等の敦れを科するかに就ては一定の
法則は無い。彊ひて言へば急度可、被』仰付＿といふのが標準であう（註
一）、それの具膿的内容は恐らく「領内被・召二上之｛流罪可二仰付一」と
いム程度であつたこと」推察せられる（註⇒。そして特に情歌重き場合
には流刑を死刑に代へ、特セこ情状輕きか叉は特別の減輕事由ある揚合
には、改易を減知とし叉は國替とし、叉流刑を閉門逼塞とし尤ものと
考トられる。減輕事由としては、「家筋目jと「先祀の忠勤」（謎置）即
ち家系の良否が著しきものであり、他は政治的考慮が主たるものであ
つた。今史料の關係上、改易に至る程度に能力欠歓せりとせられたる
揚合につき、武人的能力、地方官的能力の順序で考察を試みてみよ
う。
　武人的能力の欠歓！によつて壌絶に至つた場合は比較的少い。これば
泰黍の時代が績き、その事が認定される機會が少かつたからである。
先づ寛永九年（醤鳶三美聖…）四月六日改易となつ完美濃一萬石の領主脇
坂主水正安信の事件を見る。安信の娘某は池田備中守長幸の子長純に
稼してゐた。長幸の領地を分知せんとする親族會議開催せられ、その
祭怒を駿じたる長幸の第某が、一座せる長純及その甥某を殺害し、績
いて安信に竜切うか㌧つた。從つて安信は之を取押へるか叉巳むなき
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ときは打取るべきであつた。然るに安信は疵を負ふて逃れ去つたの
で、此黙を理由として改易せられたのであつた（註四）。次k延寳八年
催鳶三美更8）六月廿六日改易となつた、丹後宮津七萬三千六百石の城
主永井信濃守尚長の事件を見るに、増上寺に於て將軍家の法要が行は
れ、それを警備中の内藤和泉守忠勝が箆L心して街長に切うか㌧つた。
然るに街長は之を防ぎ得ずして死亡に至つた。これによつて改易ぜら
れ尤のであつた（註五）。次に元藤十二年（醤藤三美尭究）九月九日改易とな
つた奥州水澤三萬石の領主伊達美作守村和の事件を見る。御小姓組岡
八郎兵衛孝常なる者が村和の行列を侵したので村和の從者が取押へん
とし疫。孝常刀を抜いて之に慮じた。よつて從者協力してその刀を奪
ひ行き過ぎた。然るに村和の蹄邸後孝常槍を提げてその邸に至外途
に主人村和に追ぴ追つ尤ので、村和之を有司く幕吏）に訴へ漸くその助
力を得て取押へ得た。その事は實に見苦しき極みであるとして改易と
なつた儘六）。以上三件を通覧すると、正當防衛能力を敏いた事が原因
であり、指揮能力の鐵に關せず個人的武技に關聯してゐる。
　地方官的能力の欠敏によつて贋絶に至つた例は、枚基に追ない程多
歎存在する。況んや閉門（註七）張制隠居（謝、）減知（駐九），に至つてはその
藪を知らない。こ』に地方官的能力とは、，所謂領主ブ～る資格に於て行
ぷ行政の場合を指し、大・名が特に幕府の遠國役人となつて行政する場
合は之を除外する。大名が老中其他の幕府中櫃の役入となつ尤場合を
除外すること言ム迄もない。大名が自領を支配する揚合、共家臣（家
中）k封し首班として指揮を行ふこと＼、領丙の入民に封して行政す
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ること㌧、爾者は一慮分離して考へられ得る。即ち行政組織内外に封
する施政である。爾者は若しその實績不良なるときは或は濁立して或
は結合して改易叉は減知の原因とせられてねた。家中に封する施政宜
しからずとして磨絶に至つた實例よ弧逐次人民に封する施政に關す
る實例、爾者に跨る實例の順で説明を加へて見よう。
　元和四年（醤諺三昊主食）七月伯州黒坂城五萬石の領主、關長門守一政の
改易の理由は家臣の騒擾であつた（註一〇）。同七年十月廿八日出羽五十
七萬石の領主最上源五郎義俊の場合も、同檬に「若年にして家臣等和
同せず奥勿め鎭護畳束なし」といムことが改易の理由であつた（註一一）。
寛永十七年（醤諺三鶏8）七月廿六日讃州高松城十七萬三千石生駒讃岐
守高俊の場合も「家臣公事等孚論の事によウ」改易となつた（註一二）。
天和元蝋醤藤三美更：）六月廿畑越後高田駐二＋六萬石鱒越後守
光長の揚合も「家中を鎮撫する事あたはず騒動に及ばしむる罪を以」
て改易せられて居ゆ（設一三）。貞享元年（醤藤三奏更園）六月十日奥州窪田
一萬八千石土方伊賀守直達の場合も全く同一の理由によつて改易せら
れた（註一四）。元豫八年（醤蒼三巽究至）三月廿三日越前丸岡城四萬三千三
百石の領主本多飛彌守重盆の揚合もほΨ同一の理由であ奴註一五）、
同十一・年七月廿九日豊前中津城八萬石の領主小笠原修理大夫長胤の場
合は「挙生行跡宜しからず且家中を治むること能はざるによう」改易
となつた（姓一六）。同十五年六月廿二日美濃岩村城一萬九千石丹羽和泉
守氏音の揚合も亦之に類する（註一七）。改易に至らざるも減知を行はれ
たる實例としては・天保六年（醤露三突奎翌）十二月九日但馬出石』五萬八
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千籐石の領主仙石道之助久利が「家來共家政取観し候を其心得も無之
段不調法」なう1との理由によう、閉門の上に二萬八千石飴を減知して
三萬石とせられた翻の（距邸慶慮元年（醤誌三蕉至）一月廿五日野
州宇都宮七萬七千八百五十石戸田越前守忠恕が「畢寛家督以來家政向
不行屑故に右之次第に至め不束之至」といふ理由で二萬七千八百五十
石蝕を減知して五萬石とせられ、且つ張制隠居を命ぜられたものを墨
ぐることが出來る（註一九）。
　人民に封する政治の成績宜しからざるの故を以て重或は改易或は減、
知せられたる例としては、先づ寛永十五年（醤蒼三美聖袋）四月四日に於け
る肥前島原城六萬石松倉長門守重次の改易、肥後國天草領八萬三千石
寺澤兵庫頭堅高の四萬石減知を墨ぐべきである。鶉れもその前年十一
月に於て吉利支丹一揆蜂起せることに關聯する。そして「政道柔弱な
るJ事が制裁の理由であつた（諺・）。萬治三年（簾三素8）＋一月三
日下総國佐倉城十萬石堀田上野介正信が所謂佐倉惣五事件によつて改
易となつたことも世に顯著である（註二＿）。
　墜方に跨る理由によつて制裁を受けブ～る者としては先づ元和四年
（醤薩三兵主飛）四月九日越後村上城九萬石村上周防守義明が「封内治ま
らず家臣騒動せし」廉で改易せられたるを墨ぐべく（駐ニニ）、寛文八年
（舗三課8）二月枇日肥前島原城三萬七柘高力左近大夫隆長が
「衆民を苦しめ剰へ家中の指揮宜しからず」とて改易となり（註二三）、
享保元蝋醤蒼三毫鞠嘲＋舶周防徳L梱萬五柘毛利懲守元次
が「年來共身の行跡家申領内の政務等宜しからず」との理由で改易と
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なつ孝ものが之に次ぐ（註二四）・
　叙上の如く家中を治め人民を治める能力は自身之を具ふることを要
したること勿論である。從つて狂氣せる揚合の如》はその理由のみに
よつて壌絶するに至つた。然し大名は必ゲしも成年たることを必要と1
せず幼年者にても足蚤た。この黙に我々は大名の地位の世襲性濃厚な
るごとを認める。律令制に於ては、たとへ蔭位によム官位を受くる揚
合に於ても、年齢コ十一歳に至れることを前提としてゐたこと㌧比較
すると、甚しき差異を認める。少くとも能力鋼定の標準は客観的でな
く主観的であう、幕府の側に於て能力ありと認めさへすれば、たとへ
年齢未だ八歳であつた場合で竜、大名たるに差支はなかつた（註二五）。
そして敢て後見に附せられる必要は無かつたのである（註二六）。唯十五
歳以下の場合幕府の使番と稽する吏員の駐在的督察に服したるのみ。
律令制叉は現代官吏制度に於ける程度には、個人的力量が要求せられ
ては居らなかつた事を知う得るのであう、その然る所以は恐らく家臣
及一門の人々による能力補充を豫定し完ものと考へられる。
　年齢に關して滲考となるは封地相績許否の實例であるが、必ずしも
統一的読明を可能ならしめてゐない。嗣子は實子ぬることを要せず、
豫め定められ幕府の認可を受けて居れば養子でも差支なく、養子の年
齢は問はなかつた。況んや實子史る嗣子は、相績開始前は當歳の者に
ても何等差支ないわけである。然し其親差る大名が死亡する迄には或
程度成長して居ることを必要とし、大名に封して要求せられる武力的
、ロナ砲方官』的能力を具ぷることを要しブど。然らざれば九名たるに適せず
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として、相績を許容せられなかつた。然し杢然駿絶せられるとは限ら
ず、寧ろ多くの場合歎分之酔程度の少豫を給せられ、 大名の列を創ら
れるに過ぎなかつた。例へば元和四年（醤誌三美主発）三月十日武州小室
一萬三千石の領主伊奈筑後守忠政死して子熊藏幼少なるによ多二千八
百石を賜ひ、同年六月二十二日信州川中島一萬石の領主近藤信濃守政
成死して子織部重直幼少につき五千石を蜴ひ、同五年一月八日播州高
槻城二萬石の領主土岐山城守定義死して子内膳頼行幼年なるによう一
萬石を賜ふてゐる（註ニヒ）。寛永六年（醤諺三美杢究）八月三日房州二萬石
の領主内藤百助正勝死して、嗣子彌三郎僅か三歳なウしによウ五千石
のみ與へられ（註二八）、元和二年十二月十八日下野烏山城主三萬七千石
成田左衛門尉長忠死し、長子は嚢に他界し嫡孫新五郎は僅二歳なるに
よウ全く除かれ、次子氏宗に一萬石を與へて家を嗣がしめられてゐる
（註二九）。斯くて年齢は二三歳にては足らず、八歳ならば充分ではあつ
たが、爾者の限界が何歳に置かれてゐたが充分明らかではない。恐ら
く明確なる一線を以て匠切られず、事情によう出入があつたものと思
はれるQ
　然しながら精紳錯飢の者はそれのみによつて改易となつた。例へば
延寳七年（醤蒼三昊毫究）八月七日上総久留里城二萬石土屋伊線守頼直
（謎罠0）、貞享三年（醤諺三美更斐）閏三月六日越前瀟井城五十二萬五千二
百八十二石松原越前守綱昌（註鼠一）、同四年八月背五日越後澤潟一萬石
溝購刀政親（註…濃）、元隷六年（罐三窺…）＋一掛伍日櫓葱古河城
八萬石松奉日向守忠之（註三三）等は之である。然し多くの場合、獅帥錯
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飢の結果、大名ブ～る名轡を汚すが如ぎこ．とを行つた揚合冠其他種々の
附加的理由を件つて制裁を受くるに至つてゐる。即ち錯観の上自殺に
至つた廉によウ、例へば慶安二年（醤諄三美臼究）三月六日丹波幅知山四
萬五十石稻葉淡路守紀通（註三四〉、元隷八年（醤養三美藩）十月㌻日大和
松山二萬八千石織田伊豆守信武（註三萄等は其例であ銚妻を殺害した
る廉により、例へば正保二年（醤藷三昊露釜〉三月二十日播州赤穗三萬五千
石池田右近大夫輝興の如きは改易に至づてゐる（註三六）。更に飢心の結
果増上寺に於ける幕府の法要に居合せた永井信濃守筒長を殺害して改
易となつプ～誕寳八年（擁三歎8）六月廿六日志州鳥勿城三萬五千石
内藤和泉守忠勝の例がある（註三七）。
（註一）賓暦五年二月、安藤封馬守の事件等。憲教類典四ノニ＋一、御餐。
（註二）天和元年四月十三日、酒井雅樂頭忠清に謝する虚罰丈言。憲教類典同上。但し
此例は老中たりし者に封するものであり、直ちに一般の大名に封する例とすることは
　出來ない。唯推測の材料とは爲し得る。
??
??
??
??
??
??
　
??????????????（?
（?
（?
（?
（?
（?
（
（註一〇）
（駐一二）
（註噛四）
（註一六）
前註所引。
慶絶録中巻（史籍集費本）。
同上。
同下巻o
賓暦五年二月、安藤丹波守o憲敏類典四ノニ十一、御餐。
費暦五年二月、安藤封馬守。同前。
天和二年二月九日、十五萬石播州姫路城主松準大和守直矩、慶絶録下巻o
　摩絶録上巻o　　　　　　　　（註一）　同上o
　同上。　　　　　　　　　　（註一三）　同下巻。
　同上o　　　　　　　　　　　（註一五）　同上o
　同上。　　　　　　　　　　　　（腔一七）　同上。
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（註一八）同上。　　　　　　　　　　（註一九）同上Q
（註二〇）　慶絶録中巻o　　　　　　　　（註二一）　同上。
（註ニニ）　同上巻o　　　　　　　　　　（註二三）同中巻。
（註二四）同下巻o
（註二五）　池田新太郎光政は、元和二年六月＋八日播磨國姫路城三十二萬石を八歳にで
相績せしめちれたo徳月噴紀同日條o
（謡二穴）
（註二七）
（註二九）
（註巨一）
（註…三）
（註巨五）
（註三七）
中田薫、法制史諭集第二巻、第十、東西封的後見制の埠較、参照。
塵絶録上巻。
台徳院殿御：實紀巷四十四〇
同下巻Q
同上。
同上。
同下巻。
（註二八）大猷院殿御實紀巻十四〇
（註三〇）　慶縄鋒中巷o
（騒三二）同上。
（註三四）同上。
（謹…：六）同中巻。
第五　役　方負　憺
　大名は將軍の命あらば役方を勤務すべく、これを餅することを得な
かつた。役方とは番方に封する語であ飢若し後者を武役と稻すれば
役方を文役と稚する一ことも可能である。自領統治以外の、幕府の中央
地方の諸職の中特に文治的部門の職務を推當することを指すからであ
る。
　江戸に於ける最高諸職として先づ老中がある。その上に大老が置か
れることもあるが常翠ではない。その下に若年寄以下、寺融奉行、勘
定奉行、町奉行の所謂三奉行を初として歎々の表方と稽する諸役があ
わ、別に奥勤の側用人、奏者番以下の者があつた。留守居は番方的職
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務を有したもので大留守居、留守居、西丸留守居等があつた。叉京都
所司代、大坂城代、其他の遠國諸役があ‘）た。これ等の内、大老・老
中。若年寄・寺肚奉行・側用人・奏者番・京都斯司代・大坂城代・大
坂加番・駿府加番のみが大名を以て任用資格とし、他は大名凌ること
を要しなかつた。帥ち大名以外の者を以て充てることが出來た。然し
勿論大名を以て充てることは可能であく鉱寧ろ大名はそれ等下級の諸
職を経て、次第に上級の諸職を帯ぶる之とが常道であつた。
　右の如き大名を任用資格とする諸職に就き凌る者は、特に俸給を給
せられたか。之を實例に徴するに、俸給なきことが原則であつた。即
ち自己の持高にて諸職は之を勤むべきであつた。唯斯くすることが甚
しぐ困難なる場合にのみ役知と稽する加俸が給せられ允。その揚合と
しては、第一に京都所司代、大坂城代、大坂加番、駿府加番の如き、
自領虹に江戸の邸宅以外に特に住宅を置く等、特別費用を要する諸職
を墨げ得る。軌れも壼萬石の役知を給せられた（註一）。京都所司代は・一
萬俵とせられたこともあるらしい（註二）。 甲子夜話に依れば、それ迄役
知無かウしものを享保年中三萬石の大名土岐美濃守頼稔が、自己の髄
駒ようして「用度足ラズ甚歎困ナノン」を以て役知給與を建自し、三萬
石叉はそれ以下の人が其職に就く場合には、爾後役知あるに至つたと
してゐる（註三）。恐らく眞實ならんと思はれる。その故は、文化十二年
（麗三牒）六月廿七購にr向後胴代徽代共、高無二差別、、勤役
中一萬石宛御役知を蜴の旨被二仰出一」たるが故である（註四）。文化年問
迄は自領廣大なる大名が勤役せるときには役知の給輿なく、こ」に初
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めて凡ての者に均需すること』なつたと考べられる。
　第二に隈居叉は部屋住の者が叙上の所職に就く場合である。隠居制
度は江戸幕府の認むる所であう、隈居すれば領主たる地位を失ひ家督
之に代つて大名となるのであつた。、叉大名の息子は如何に肚年となう
文武に秀でたうとするも、未だ大名たる資格は無かつた。然し薩居者
虹に成人せる息子殊に嫡子（嫡長子〉k封する幕府の待遇は、今日の個
人法理に於けるが如く全く他の家族と同様の地位に在る者とはせず、
當主たる大名に準ずる地位を認めた。そして大名を任用資格とする諸
職に就けた。後述御祝儀提供の際に於ける隈居蚊に嫡子の負憺は、こ
の事と表裏を成すものである。然し事實に於て當主起非るが故に経濟
力に乏しい。よつて幕府は若し隠居叉は部屋住の者にして老中に任ぜ
らる㌧者があれぱ、之に封しては特に勤役中年俸三萬俵を給典するこ
とが例であつた（註五）。金一萬爾の事もあつた（註六）。
　叙上特殊なる揚合を除き一般には役知なく、大名は凡て自費を以て
勤務すべきであつた。即ちその意味に於て封建的なる負携であつた。
況んや勤役中の政治につき結果責任を取らしめられ、制裁を加へらる
㌧に於ては、全く之を重大なる負憺と稻せざるを得ない。一二の實例
を基ぐれば、幕末に職を奉じたる者が、施政失敗の爲朝延を橋まし奉つ
たといム廉にて減知の制裁を受け、特に江州彦根珊五葛石井伊掃部頭
直憲は、1文久二年（醤薩三交美雪）十一月廿日・父直弼に封する餐を身に
受けて減知十萬石の制裁、奥州岩城李五薦石安藤鱗之助は・同日父封
馬守信正に勤する答を身に受け減知二萬石、ヌ，、越前鯖江五萬石問部
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下総守詮勝は、同一萬石減知の上強制隈居を爲さしめられて居奴註七）
其池類似の實例は枚墨に蓬なき程多い6
　斯く役方勤務は経濟的拉に精神的に大なる負捲ではあつたが、他方
に於て莫大なる音物を受くる利盆を件つて居たてとも見逃せない。譜
大名諸役人ようか㌧る役方勤務の者に封して音物を賂ることは公然の
秘密であみ、その事實は諸種の女献によつて知ることが出來る。例へ
ば元隷九年（醤蒼三寿談）七月の御鰯書に「滲勤叉は官位御加塘等之音
物井献上之御残、老中（中略）若年寄衆之外は無用之事（中略）、但御側衆、
芙蓉問御役人衆・御目付衆へは前々之通可被心得事」とあう（註八）・叉、
寳永六年（醤諺奪諮究）二月の御鯛書に丁老中、越前守、若年寄之音物
之儀、只今迄表立候品之外に、内詮之音物丼問之見舞として音物無用
可仕事」とあるが如し（註九）。芙蓉之問御役人衆とは、奏者番、大坂城
代、町奉行其他を指す（註一〇）。更に天明七年（醤態三竪更毛）三月には大巨
イナに封し、諸藩へ通逮すべき事項としで命令があり、「近來諸家之面々
より御側衆勤表向御役人中江滲勤其外御禮事等叉は年中定式差定り候
賂物等仕來員藪よう省略致し又は（中略）一向贈物二不及向も有之由相
聞候右ノ・一己之音信贈物とは違ひ上江附候勤品之儀晶候得ハ左様ニハ
有之問敷候（中略）向後ハ前々よち仕來之通贈物有之粗略之儀無之様」と
してゐる（註一一）。即ち此場合暑物は公法性を帯び樫利義務的なるもの
であつた。此音物は、事實上支出せざるを得ないといぷ鮎でや㌧強制
に近きものであるが、然し幕府に封する御就儀と比較すると、後者が
割常制にて定額あるに反し、前者にか㌧る要素を映く黒占に相違を見る。
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繰返して言へば、大名は役方勤務に在る者は原則として持高にて之を
勤務せねばならの負澹を負ムが、他方に於て音物を牧得することを得
たのであ鉱役方勤務に在らざる者は、幕府に封する御親儀提供㊧義
務に加へて役方の者に音物を提供す多義務を負つたのである。
　序ながら萬石以下の者が役方勤瀦を爲す揚合も、江戸幕府初世約六
十年問は、持高を以て之を行ふべく、特に役料の給與は行はれなかつ
た（註一二）。寛文五年（醤鳶三美美翌）三月十八日に番方諸職に封し、翌六
牟七月二十一日に役方諸職に封して役料を初めて給與して以來、役料
を給することが常例とな鉱その定額も定つた（註一夏）。但し時によウ
増減の事はあつぬ。俵を以て定めらる㌧を役料、石を以て定めらる＼
ものを特に役知と稻した。尤も享保八年（奮諺三毫杢…）六月十八日の改
　　　　　タシ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
革によ飢足高の制が設けられ、動役中に限ウ特に封腺の加増が行は
れ、而も從來の役料制はその儘存績せられた（註一四）。斯くして實質上ヤ
律令制に於ける官位相當の原則（註一五）の精紳は實現せられ、家柄によ
らず人材による政治へと進み、封建的指導精神より官僚的指導精紳へ
の轄化が見られた。唯然しこれ等は五千石以下等の者に於て實現を見
ブ～のであウ、萬石以上の大名に於ては凡て自費を以て役方を勤務すべ
，き醤膿制が依然持績せられたのであつたQその差異の山つて來る所は、
幕府との封立者の登生を防止せんが麓の大名貧窮政策に外ならない。
　役方勤務にして斯く費用白辞であつた。況して自領内の政務費に就
ては、凡て自辮であウ、前節説く所の如く、大名は地方官的地位に在つ
たとは言昏、幕府よわ政務費の補給を受けるものではなかつた。大名
路 大名の’封建負携
の牧入は從つてその生活費に充てらるべ奪ものであつたと同時に行政
費に充てらるべ舗のであ餓．雌分は明治二年（藩三無究）朗
版籍奉還後に於て、從來の石高の約十分・之一が領主の一身に封し支給
せられて家蘇とせられ、約十分之九は行政費に充てるべきものとせら
れたことによつて、明らかに看取せられる。火災に罹互叉は水田轟害
等の爲に財政不如意となれる揚合、幕府、b拝借金の事は在蚤得ても
（註一六）、補給金補給米の事は期待し得なかつた。極めて稀に合力米な
るものが與へられたことがあるが（註一七）、これは例外と言ぷべきであ
る。よつて家臣に牛知を申渡し、又は自領内の領民よウ借上げを行ひ、
叉は大坂江戸の商人より所謂郷印謹文を以て借入金を行ひ、藩債によ
つて毎年の歳入不足を補ひゐその藩債の重塵によつて大名の勢力は衰
へるに至鉱幕府の貧窮政策は成功しプ～わけであるが、他方幕府支持
力も衰へ疫ので・幕府自農の倒壊にも亦役立つたのである。
　（謎一）吏徴、首巻、萬石以上。
（註二）　延寳四年七月、翁草、二＋五。正徳四年九月六日、有章院殿御實紀巻九。
（註三）　甲子夜話、一三十五〇
（註四）　泰単年表、一大御灰’。
（註五）　安政五年六月廿三日、嘉永明治年悶録七。文久二年五月二十三口、同上十一〇
（駐六）　慶癒三年九月二十六口、徳川禁令考第二軟四二三頁o
（註七）慶絶録下巻。
（駐八）御隅書寛保策成九八頁。
（註九）同上一〇三頁。
倣一〇）態敏類典二ニノ五、御役。
（蝕一一）　徳川禁令考舞貢1秩三三四1頁。
嘩一二）殻有院殿1聰懸己ド仔録巻下。
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（註甲三）　憲教類典ニノ五、御役Q
（註一四）享保通鑑八。然し慶慮三年九月二十六日足高・役料共に慶止せちれ、凡て役
金制度に憂じた。例へば隠居聾に部屋住の者老中たるとき金壷萬爾であつたo徳川禁
令考第二秩四二三頁。
（註一五）選叙令、任内外官條。
（註一六）　憲教類典三ノ七、拝借。
（註一七）　慶安二年八月十日、大猷院殿御實紀巻七十五。
第六番方負搬
　役方負捲と封慮するものに番方負捲がある。武力を以て警備するこ
とを以て主たる内容とし、や㌧警察的なるものではあるが、勤務が原則
として戦闘員を以て爲さる㌧黙に於て警察とは異つてゐる。警備の封
象．が民衆保護に非ずして、江戸城の保護又は幕府の支城保護にあう、
或はそれに準ずるものであつた黙に於ても今日の警察とは絵程趣を異
にする。
　大名の番方負捲には幕吏的性質に於て執行するものもあう、杢く之
を離れて行ふものもあつた。前節に掲げたる大坂城代、京都所司代、
大坂加番、駿府加番は前者に属し、この場合には凡て役知を給せられ
ブ～。外に文久二年（醤蒼三蔓美…）創設せられ役知五萬石を給せられ完京
都守護職があう（註一）、叉役知の定が無かつた江戸城大留守居がある。
後者は元醸十四年（醤奮諮⇒二月以後贋職となつてゐる（註二）。
　墓吏飽なる性質に於ける番方負櫓でも、それが臨時的職務たる場合
釦 大名　の　封建負指
には役知を給せらる㌧ことはなかつた。例へば城請取の上使となつて
其事に當る場合の如し。元和五年（醤窓三美主究）六月九日安藝廣島城四
十九萬八千二百十三石編島左衛門大夫正則改易せられ、安藤封馬守重
信が上使となつてこれに當つたのはその一例である催三）。改易せられ
て未だその跡へ封ぜらる」者なき間、幕命を受けたる大名が、そg居
城領地等の管理を行ふことも臨時番方負澹の例である（註四）ρ
　幕吏的性質を帯ぶることなく全く純然たる封建的負捲と目せらるべ
きものに、江戸城諸門警備、江戸辻番、江戸の大名火清、京都の禁裏
御所方火清があう、中問的なるものに關所支配、犯罪人の大名預等が
ある。此内大名火清のみは、前述の諸役と同様、自ら之に當る必要が
あつたが、他は家臣を派して勤務すれば足りた。
　先づ江戸城諸門警備を見るに、大手門の取扱最も重く、次に内櫻田
門、次に西丸大手門、次に外櫻田門、以下和田倉門、常盤橋門、等の
順序であつた。但し後には西丸大手閉が内櫻田門より重親せられてゐ
る。萬治三年（醤蒼三昊弟）十一月廿一日の定に依れぱ、大手門には馬
上九人徒侍三入鐡砲二十挺弓拾張鑓二十本挑燈三十足輕三十人中問ご
十人を備ふべきものとしてゐるが儘五）、天保年問（醤薩三更聖8二三昊茜醤）
に於ては鐡砲三十挺弓十張長柄二十筋持筒二挺持弓ご張となつて居
る（註六）。叉正徳二年の實例に依れば大手門の給人は二十人侍五人足輕
百人中問五十人となつてゐる（註七）。其他の諸門に關しても概ね似たる
墾遜が見られる。今天保年問の諸門の備品、を兎ると、西丸大手門は鐵
砲十擬を減ずるのみにして他は大手門に同じく、内櫻田門は鐡砲十五
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挺長柄十五筋となる以外は大手門に等しい。外櫻田門は鐵砲十挺弓五
張長柄十筋持筒二挺持弓一組に減ずる。和田倉門、馬揚先門、神田橋
門、］橋門ぱ凡て外櫻田門と同じ。鍛冶橋門、臭服橋門、．常盤橋門、
竹橋門、田安門、牛藏門、日比谷門亦同’じ（註八）。，萬石未瀧者警備の諸
門に就ては今之を省く。
　諸門捲當大名の割當に就ても時代によ、銅攣遷があウ、大手門に就て
正徳三年四月一日の定は十萬石乃至十五萬石の譜代大名之に當ること
㌧なつてゐるが（註九）、天保年問には軍に十萬石以上の譜代大名となつ
て居奴駐一〇）、西丸大手門譜代九萬石よウ四萬石たりしものが譜代六
萬石以上となウ、内櫻田門譜代九萬石よ鉦五萬石ためしものが同六七
萬石とな外外櫻田門外様九萬石より四萬石ためしものが、譜代中外
様に準ずる者五萬石より三萬石とな弧和田倉門譜代三萬石乃至二萬
石は鍵らず、常盤橋門外様同上は外様三萬石以上に、馬場先門譜代三
萬石乃至二萬石が譜代二萬石に、竹橋門譜代同上が譜代一萬石に、田
安門譜代同上が譜代一萬石に、其他之k類する墾蓬がある（謡一一）。
　警備澹當の期問は縫績一ヶ年であつブ～（註一二）。病氣等によう大名江
戸滞在の場合には、縫績三ケ年に及ぶこともあつブ～（謎一三）。勤務に關
しては老中の指揮命令之受け、而竜目付の監察に服すべきであつた
（註一四）。此諸門警備の事が大名淫にとつて大なる負搬であつた事は、
安永四年（醤蒼三嬰看翌〉十二月十日、西丸大手凹の櫓當者たうし本多紀
伊守が領内不作の故を以て特に勤務を免除せられて居ることを以て知
）得る駐一五）。因に、江戸城内部の警備は、大番頭、書院番頭、小姓
弼 大名の封建負指
番頭等が之に當外而も凡て旗本よウ任命せられ穴ので（註一六）、全く
大名の干典を見なかつたわけである。
　辻番には、公儀辻番と禰：せらる㌧幕府直螢のものと、壷萬石以上辻
番と稻せらる大名捲當のものと、壼萬石以下組合辻番と稔せ、らる」も
のとがある。辻番は寛永六年（醤露三柔杢8）創置と傳へられ、當時盛な
りし辻斬防止が主目的なめしと言はれてゐる（註一七）。實際其掌る所を
見ると、暴力行爲の取締のみならず、盗犯、衛生、防火、道路、河川
等の諸警察に及んでゐる（註一八）。辻番は武家方のものであう、それは
町方の自身番と實質上異る所はない。唯辻番は武家方にて費用を負捲
し、自身番は町方地主にて費用を負櫓するのであつ遊。経螢は、萬石
以下組合辻番拉に自身番は費用負澹者に非る者が講負的方法にて爲し
てゐたが、萬石以上辻番は原則として費用負捲者自身にて経螢すべき
ものとせられてゐた（註一九）。從つて前者を請負辻番とも稻しプ～（註二〇）。
　萬石以上辻番の番所は多く其藩邸の傍に置かれ、ご萬石未満は謹三
人夜五人、二萬石以上は霊四人夜六人の番人を以て構成さるべきであ
つカ（註二一）。その服務規律は萬治二年（醤蒼三美蓋究）三月の辻番所定
書、寛文三年（簾蒙鳶三月の江帥辻番之鳳同＋年三月の辻番
所礫目、天和三年（簾三歎…）ニノ抑辻番所條目、正徳五年（露葦主
妻）四月のもの等によウ定められ、奉行人、目付、夜廻の人々の指揮
命令に服すべきものとせられ、大名各自の意、思によるべきでなかつた
（註ニニ）。そして「請取之揚所」帥ち割當の匠域を巡同すべきも¢）とせ
られた（駐二罠）。萬石以上辻番の備品に就ては、萬石以下に封する「突
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棒さすまたもぢう棒糠松早縄挑燈番所に可差置鑓長刀は可爲無用事」
，といムが如き規定を敏くが（註二四）、これに準ずるものを備ムベきであ
つたことば自明の理であめ、從つて大名は人員備品の負捲を爲し、一
旦過矢あらぱその責を問はるべき地位に立つたのである。
　我國の建築物は殆んど全部木造であり、而も烈風多きため、火災に
よる被害は極めて多く、從つて之に封する封策は早くより考へられて
居弧江戸に於ては大名火清、定火清、町方火消の三者が設けられたσ
大名火清は原則として大名が自身出張して指揮拠當るべきであう、幼
年等已むを得ざる場合に限う家臣のみを以て義務を果すべきであつた
（註二五）。定火清は寄合の者帥ち三千石以上無役の旗本よめ補せらる㌧
職であ外役扶持三百人扶持を給せらる㌧有給のものであつた（註二
六）。萬治元年（醤藤三美蓋交）九月創置と傳へられてゐる（註二七）。町火滑
は町奉行の指揮を受けて消火に當るべき町方の制度であう、享保三年
（醤蒼三群袋）＋二月rい組」灼rを組」に至る組分が棚碇まつ
ブ～（註二八）。
　大名火清には、方角火消拉に所々火消と稔する常設的なる竜のと、
火事之節廻揚と稻する臨時的なるものとがある。寛永六年（聾薩三美魏）
五月十五日の須既に大名火濡の存在したことは明らかであるが（詑二九）
これは恐らく所々火消に過ぎず、四隊に分ち一萬石三十人の割合を以
て十日づ曳交代に勤務すべきこと㌧なつたのは、寛永ニント年（醤轟三既杏
毛）九腓ヒ肋ことである（註菖・》。所々火瀧・纏川はll普イ叶萬石
以上の大名一人本丸同上等、家格が定まつて居た如く記すものもある
必 大名　の封建負櫓
が（註三→、他書の實例によれば紅葉山一萬石本丸七萬石の大名とな9
て居奴註巨＝）、叉紅葉山三萬石との實例もある（駐三動。よつて凡て時
代によつて縫遷あうしことが知られる。此所々火消が、幕府所属の重
要建物たる指定の建物を保護すべき職責を有すること言ぷ迄も煮い
が、方角火清は江戸城周園を’匿域を分つて澹當すべきであつた。或は
三名づ㌧東方・西方・南方・北方に分れ（…捏四）、或は大手組櫻田組の
ご方面となウ（謎三五）、そして大手組は龍之口邊より一橋邊迄、櫻田組
は外櫻田門の内よめ和田倉門の内迄をその憺當匠域とした（註三六）。
　廻場と稽せらるものは既述城代に封する加番の如きもので、豫め捲
當匠域は定められてゐるが（註三七）、定火清の到着迄叉はその補助的立
場に於て濡防k審力すべき地位に在り、前述所々火清叉は方角火清の
如く主任として之を澹當すべきものとせられてはゐなかつた。從つて
大身の者にて騎馬二三騎足輕二三十人を引蓮れて駈付くべき義務を負
ふてゐたとは言へ（註三八）、大名の負櫓として見るときには、殆んど問
題とするに、は足うないものであつた。
　以上の消防負捲は幕末文久二年（緩藤蓑素）に至つて礎革を受け
凌。即ち同年六月十日大手組櫻田組火の番を腰止し（註三九）、同年九月
二十八日上野寛永寺と芝壇上寺に封する火の番を磨止した（註四〇）。雰
観交替の事實上の腰止と表裏する改箪であつブ～。大名火濡の負櫓が
相當大きく戚ぜられて居つブ～事は、文化四年（醤薩三更杏老）十二月廿八
日、毛利大和守輕瓢1曇が領内一萬五千九百七十除石の損毛を理由とし
て、櫻田紅としての防火義務の冤除を受けて居る事賓を見て知られる
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（註四一）o
　別に京都に於て寳永六年（醤養三畿）十二月よう禁裏御所方火潰が
量かれ、本多信濃守忠直、本多隈岐守康慶、石川主殿頭義孝、青山下
野守忠重の四名に封し、二名づ㌧牛年交代にて防火の事を澹當するや
う命じた（註四二）。これは在封中の負捲とせられて居る織に於て他と趣
を異にする。今その詳細に就ては凡て省略に從ふっ
　關所支配はその關所所在の地域を領有する大名に封して課せられた
義務であ外唯それに關して特別なる條目が設けられて居つた爲に、
法令的にも亦一般行政的にも幕府の特別なる監督に服し虎わけであ
る。相州箱根根府川の關所は小田原城主大久保出羽守、上州碓氷横川
の關所は安中城主内藤山城守、其他凡ての關所に於てその事が見られ
’1た（註四三）。
　大名が犯罪人を預ることは相當の負捲であつブ～。先づ預くべく犯罪
入あるときには、月番老中ようその前日に大名の家臣（留守居〉を呼寄
せて直接に下命し、當日指定の揚所に人員を率ゐて犯罪人受取に出頭
せしめる。その人員は不定であるが、警固の爲に相當数に上らざるを
得ない（註四四）。こ㌧に犯罪人とは未決中の者を含むのであるから、裁
到績行の必要あるときには評定所へ犯罪人を出頭せしめねばならない
（駐四五）。その揚合の…警固にも愼重なる注意を要する。、これが度重なれ
ぱ相當の負捲であるが、到決あうてその執行が終る迄、犯人の家臣叉
は縁邊知已が犯人を奪還せんと計霊することは有う得ることであ弧
これに封する邸宅内外の警備亦和常の手歎失費である。加之、犯人に
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封する食事其他の待遇にも顧慮と手数とを要する。「飢寒さへ凌候得ば
能候」と命ぜられては居ても（註四六）、「御馳走ケ問敷儀」を爲すことは
通例であ飢註四七〉、失費なしとは言へない。況んや所謂永預とせらる
＆揚合に於ては、大名の心勢と矢費とは相當大なうと言はねばならな
い（註四短。大名預とせらる」犯人は決して大名とは限らない。元隷十
五年く醤藷三毫杏圭）十二月十五日、吉良上野介義央を殺害したる大石内
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ソ藏助以下十七名を細川越中守綱利に、その長子主税以下十人を松年隠
岐守定直に、岡島八十右衛門等十人を毛利甲斐守綱元に、聞十衣郎等
九人を水野監物忠元に預けたのは陪臣否浪人の場合と言ぷべく（…姻九）
同十六年二月四日吉良上野介の子たる吉良左兵衛が、父が淺野内匠頭
家來共に討たれたるを理由として、改易の上、諏訪安藝守へ預けられ・
たのは幕府直臣の例である（註五〇）。又安政六年（醤窓三美蓋究）正月九日
京撫よウ江戸に滲着したる囚人・頼三樹三郎を阿部伊勢守へ預けたの
は儒者の例である（註五一）。
↓?????????? ?? ??（?
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同上一五五頁。
同上一五七頁。
同上五七九頁、元隷十一年十月。
明良帯録・憲毅類典ニノ五、御役・
嚴有院殿御實紀巻十六・吏徴別鐘ム布衣以上o
徳川禁令考第三秩六三六頁。
督中日記、同日條。
大猷院殿御：實紀巻五十五、同日條o
柳管秘鑑三、所々火之番次第も
元豫武鑑。
安政武艦。
元轍武鑑Q
官中秘策附記ゴ安政武鑑。
敷令類纂。
敷令類纂、天和二年十一月朔日o
同上o
嘉永明治年聞録十一。
47
銘 大名の封建負搭
（註四〇）
（註四一）
（設四二）
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（註四六）
（註四七）
（設四八）
（註四九〉
（註五〇）
（註五一）
泰準年表五ノ四〇
機務要費一。
文昭院殿御實紀巻四。
飾誉秘鑑四。
官中秘策八、御預ケ人有之時、評定所式法之事、参看o
同上。
御當家令條三十、大目付衆口上之畳o
同上o
翁草五十四、百三十六等参看。
常憲院殿御實紀巻四十六Q
一話一言巻二十一。
嘉永明治年間録巻八Q
第七土木負推
　Z㌧に土木負捲とは大名が幕府の行ム土木事業に協力すべき負櫓を
意味し、大名が自己の居城修築其他修復を自由に行ふべからざる負櫓
を指すのではない。後者は之を法令負換の中に於て別に考察すること
㌧する。後者を消極的負捲と稻すれば、前奢は之を積極的負澹と稻し
得やう。
　積極的なる土木負櫓は、原則として事業の執行分捲でオ）う、費用の
提供は例外であつた。江戸幕府初期に於ては築城關係の負澹が多く、
中期後期に於ては河川改修關係のものが多かつブ～。これ等の事業の執
行は・幕府の威力塘大叉は民瀟の爲であつたと同時に、併せて大名の
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富力を減少せしめ幕府存立の安固を圖らんが爲の竜のであつた。
　慶長十曽年（醤看三羨杏美）二月よ卦第一同の江戸城修築が行はれた。
大坂冬の陣を遡ること九年。分澹者は凡ての西國大名であう、關東の
大名は除かれ箆。關東の大名はその前年家康秀忠父子の上洛k雇從し
力爲に菟れたのであつた（註＿）。分澹は多く石垣、溝渠を割當でられ、伊
蓬政宗の天守第二重の櫻櫓経螢を命ぜられたのは、益く．例外的なこと
であつた（註二）。用材人夫とも凡て大名が支辮し、自己の家來によつて
材料を調達の上、分澹個所を修築すべきであつた。先づ慶長十一年二
月に各大名は共同して伊豆よう石材を切う出し三千鯨艘に載せて江戸
に運んだ。高さ十二問乃至十三問の石垣五百問分の材料である（註三）。
同年三且朔日を期して藤堂高虎監督の下に工事に着手（註四）、同年五月
に至う成就した（註五）。然るに、翌月十日工事に當つた諸大名の賜暇蹄
國に際しでは、更に一萬石にづき大石二個を供出すべきことが命ぜら
れた（註六）。
　越えて慶長十二年三月二臥關東の大名に野しても、江戸城修築に
要する栗石を一萬石につき二十坪の割合を以て納入せしめた（註七）。そ
して閏四月一日よう工事に着手した。關東衆百萬石中の二十萬石にて
天守の石垣を修築し、他の八十萬石は石材蒐集に當つたのである。奥
州衆は關東衆にして百萬石以外の者と共に、堀普請を行はしめられた
（註八）。
　これよう先慶長十→年四月、萬石以下の者に野し伏見城の石垣修築
の事を命じ尤事は別とし、同年七月よウ着工すべかうし駿府城改築は
50 大名の封建負捲
一旦延期の上、同十二年（醤藷三美杏老）二月十七日より越前、美濃、尾！
張、三河、遠江の諸大名の分捲にて途行せられた。池田輝政・加藤嘉
明等が之に干與し、主として富士山叉は木曾山中よう材料は取られた
く註九）。伺年四月廿五日、更に畿内・丹波・・備中・近江・伊勢・美濃よ
う五百石に付三人の割にて人夫を出さしめ駿府城修築に協力せしめた
く註一〇）o
　更に編島・淺野・池田等の諸大名は、慶長十三年乃至十四年九月に
丹波に篠山城を築かしめられ（註一）、叉同十五年には西國北國の大名
に名古屋城の新築を負澹せしめ左（註一二）。その際の挿話として傳へら
る㌧ものに、幅島正則が池田輝政に向ひ、江戸駿府の爾城修築は天下
の爲なれぱ、たとへそれが爲に大名疲弊に陥るとも格別怨とすべきで
はない。然し名古屋城は家康末子の居城に過ぎない。それをしも困懲
せる大名に築かしめんとするは鹸り苛酷の事である。貴殿は特に大御
所と深き關係があるから諸人のために大御所に言上せられよと述べ
た。この由を傳聞して家康は、輝政を招き「諸大名度々の経螢に難義
すとき㌧ぬ、さらばいづれも本國に馳かヘウ、城池を固くし、人衆を
あつめて、わが討手のいたるを待べし」と言つた。これを聞いた諸大
名軌れも恐を成して、直ちに着工し、二十萬人の人夫によウ西海南海
の方面よ卦大石を伊勢三河の大船を以て蓮搬して、忽ちの間に工を竣
へた、といぷのがある（謎一三）。播話の眞爲は疑問であるが、よく當時
の事情を寓してゐることは孚へない。
　寛永十三年（醤蒼三美聖交）正月八日より、將軍家光の命によう初めら
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れたる江戸城修築は、非常に大規模なものであつた。石盤は西國、四
國、中國の諸大名に、城溝惣職ま關東奥羽の諸大名に課せられ允（謹一
四）。内郭外郭の石曼を築造する者は六除に分たれ、それぞれの隊に惣
督を置き、諸大名はそれに分属せしあられた（詮一五）。城溝疏墾の事に
奉仕する大名は七隊に分たれ、各除に除首が置かれてそれに分厨せし
められたること亦同じ（註一六〉っ叉升形はそれぞれ、虎門は鍋島勝茂、
御成橋は細川忠利と定められ、以下喰違・赤坂・外麹町口・市ケ谷・
牛込口・小石川口・筋違橋・淺草口・溜池櫻壷に亘りそれぞれ瘡當者
が命ぜられてゐる（註一亡）。瞬年三月五日には將軍の作事場巡親あう、
叉老中等をして巡覗せしめた儒一八〉。
　禁裏造瞥の事も、江戸城以下の修築と相拉んで既に慶長十→年（醤諺
三昊杏美）春よう諸大名の負捲に於て行はれてゐる。先づ禁裏仙洞の地
境刺ヒ斧町猴張せしめた（融）。降つて承鷹三年（罐三奨調四
月十七日、時の將軍家綱は、禁裏造瞥の爲の築地は家康の前例あるに
よ銚凡て諸大名の負櫓たるべき旨を令し、同月廿三日、五萬石以上
の輩に封し一萬石につき銀一貫月の課舞が當てられてゐる（駐二〇）。其
他正寧年（罐薫勾五縢地料が先規の如僑撫て酬す薙
ことが麗られ（註二一）、叉慰鞠て將軍家齊の頃、天明八年（舗三
塁更袋）九月に至う再び禁裏の修築が行ぱれた。そして各大名に封して
費用の醸出が命ぜられ、薩塵の島津重豪は五十萬爾細川齊舷は三十萬
爾の醸出を行つた（駐ニニ）。これ等爾揚合に於ては、事業の執行は凡て
幕吏の手によつて行はれ、大名は全然その事に與らなかつた。帥ち後
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：者に於ては勘定奉行柳生久通以下が之に當つたのである（註二三）。
　幕末に近き天保丸年（醤藷三更奎袋）三月よ凱江戸城酉丸火災の跡を
受けて新築工事が行はれ、萬石以上以下町人に至る迄上納金が命ぜら
れ遊。中には國産松板一萬枚叉は米を上納した大名もあつたが、大部
分金納の形を探つた（註二四）。萬石以下に封してほ高割上納9方法を探・
つた。五百俵以上は高百俵につき　爾づ㌦、百俵以上は高百俵につき
壼爾　分グ㌧命ぜられ、勤仕不勤を『匿別しなかつた（註二五）。但し「累
代之借財等有之輩」にて彊ひて之を行へば「御奉公難勤績退役等相腰
候様」の事惜に在る者は菟除された（註二六）。然し萬石以上の大名に封
してはか㌧る高割の方法を採らず、内願の方法を探つた。帥ち個別協
定の方法を用ひたのである。そして三月廿主日榊原式部大輔が二萬爾
水野出朋守が一萬爾納付せるを皮切うとして、凡そ百廿六萬千五百五．
十一爾鹸が集ま外外に材木金箔銅瓦鐵石等の物品多藪が集まつた
（註二七）。その取立は非常に嚴重であり、松卒肥前守齊正が金二萬爾松一
卒美濃守齊薄が金二萬五千爾の納付金を、金高雫減十ケ年賦とせんこ
とを出願したが、却下の上、拝借金を許可してゐる（註二八）。帥ち全く
猶豫は行はれなかつた。
　…欠いで弘化元年（醤鳶三鶏囲〉五月江戸城本丸の普請が開始せられ、
萬石以下には高割にて前例の如く命ぜられた（註二九）。茜石以上は内願
の方式を探うたること亦同じ（註茗O）。然るに此頃よう漸く欧米の艦船
我近海に出没し脅威を威ぜしめたので、嘉永六年（醤惹三業蓋…）七月十
四日、武備を完からしめんが爲に英蜥を以て、萬石以、ヒ以下の納付金
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未納分を免除し泥（註翼＿）。
　扱て次に河川改修の負権であるが、先づその大規模なものとしては
寛保二年（醤蒼三囎…i）十月のものを翠くべきである。松準大炊頭以下
十一人の大名が「關東筋川々御料私領共御普講所御手傳」を命ぜられv
六方面に分つで旗本たる御使番蜘藤左兵衛以下の人々が、それ等「御
普請所見廻射役を行つてゐ1る儒這二）。更に歎年を経て延享四年（醤藷
三署蹉）十一月以後・度々に亘つて東海道筋の河川改修が行はれ・諸
大名にその手傳が命ぜられた。富土彊安倍川酒匂川大井川天龍川、舞
坂宿浪沼、甲州美濃諸國の川々に及ぴ》融尾若狭守以下七名の大名に
手傳が命ぜられてゐる（註三三）。此河川改修負捲は決して一時的のもの
でなく、その後寳暦五年（醤観調）六月儀嘗四）、明和三年（醤惹三署美
美）二胎甑）、安永八年（鷲理駿）二見縷穴〉、購三年（擁理莞
⇒一一に月（雛船天保八年（醤離老）二月（縷八）・等描之が命ぜ
られ叉は一部苑除が行はれてゐることは、注目すべき事柄であみ。然
るに此種の土木負捲も、前逡築城負搬と岡じ運命を辿り、築城負推よ
ゆ二年早く、嘉永四年（醤露喪壽）七月六日之が杢面的冤除が布令ぜ
られてゐる（註三九）。
　土木1負推を果きざる場合一に曹於ける｛蝕：裁は、極端旨：なる揚・合・じこ於ては改
易であつプ～。例へば寛永五年（甚凝交）二月廿八日美濃高次五薦七
百石’徳永左鳳助量亟は、大坂城の石垣修築を命ぜられながら、病氣と
租して之を遅滞したとの理由によつて改易に庭せもれ（駐四〇）、叉天和
三年（讐薩三棄更…〉十一月廿二日上州沼田城三萬石眞川伊賀守信利は、
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雨國橋架設用の材木を供串せざる廉を以て改易となつた（註四一）。
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　文恭院殿御實紀巻五・
　徳川禁令考第三秩一七八頁o
　同上。　　　　　　　　　　　（註二齢　同「・八O頁o
同上。
同上一八二頁。
同上。
同一九一頁。
同一九三買。
同上o
（駐二」心
（註三〇）
（註三二）
（駐罠四）
（註三六）
（註三八）
同上。
同一八三頁。
同上o
同一一九二頁o
同噌九義頁o
頁一九六頁。
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（註三九）　同一九七頁o
（註四一）　同上o
（註四〇）駿絶録上巻Q
第八　御覗儀負携之一（定式）
　御貌儀負澹は、香典負澹虹に御禮負瘡と共に、本來的に物的金鏡的
負控たる黙に於て、上述の諸負澹と趣を異にする。賦（定期）と臨時
とに匿別されるが、軌れ奮原則として本人の登城とは別に、使者を以1
て所定の金品を提供すべきものであつた。そして當主たる大名本人の
みならず・その嫡子に封しても其義務は課せられ・隠居者に封しても、
課せらる㌧ことがあつた。尤も課せられない者もあう、叉課せられて
も當主に比すると其額は低かつた。そしてこれ等の御覗儀は必ずしも
幕府の牧入となるとは限らず、或は幕府の指圖によウ禁裏に封して行
はれ、或は幕府の大奥に勤務する女中に封し、幕府の手を通じ叉は直
接に爲されたが、幕府にi封して爲さる㌧ものが多きを占めたことは言
ふ迄もない。
　先づ幕府に封する定式御祝儀を見る。年始、端午、七夕、八朔、重
陽、歳暮を其主たるものとし、外に滲槻滲着蛇に賜暇蹄國に際しての
ものも之に準ずるものと言へよう。この内年始と八朔とは太刀馬代と
定まつて居つた。太刀は眞物を用ひ、成るべく領地産のものを用ムベ
きものとせられてゐた（註一）。馬代は身分によう上下し、黄金一枚以下
銀馬代が多かつた償⇒。金一枚は銀十枚と同一覗せられ（駐三）、金一枚
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とは大到一放であ鉱砂金十爾に當弧砂金一爾は多く十匁であつた。
そして銀一枚は銀十繭部ち四十三匁であつプ～（註四）。
　太刀馬代の進上は決しで江戸幕府に初まれるものではなく、室町幕
府時代の中期に於て既に明瞭に見らる㌧風俗である。享徳三年榴諺三
、薩認）の所謂成麟中行事（殿中以下年中行事）には、鞭灼公方に
勤し劒具足小袖と共に馬を進上せる旨が記され（駈）、寛正七年（醤養三
三昊美）二月廿五日に於ける飯尾宅御成記にも太刀馬を小袖其他の物品
と共に特軍k進上せる旨が記され（蹴〉、大永二年（蹄三蓋登：…）の砥園
會御見物御成記には同様の事が記され、礎も馬は目録を以て進上せる
旨が記されてゐる（註七）。其他長緑二年以來申次記（謎八）殿中申次記（駐
九）等を滲照するときは、太刀馬などの進上は決して家來よる主君に掛
して行はれたのみでなく・主君よう家來に封してもそれは行はれ・叉
太刀馬とは限定されずに種々の物品と共に授受されて居り、そして原
則として馬も現物であう代金を以てするのではなかつブ～ことを知るの
である。それが江戸幕府k於ては家來よ1》主君に封してのみ行はれ・
その頻度は増加したが、年始八朔に於ては太刀馬のみ授受せられ、そし
て馬は特に馬代と稚し代金を以てすること㌧墾じてゐたのであつた。
　年始八朔に於ける太刀馬代は、若し西丸に將軍の世子叉は隠退せる
前將軍（大御所）あると飢こは、必ず將軍に鍔すると同額を進上せねば
ならなかつブ～（駐一〇）。否、將軍に次子あるときにはこれに狙しても減
額せる太刀馬代を獄進すべきであつた。例へば寳永四年（1購三看さ萄
七肩の鯛フ㌻によれば、拾萬石以上は太刀馬代金一枚、薦石以hは同銀
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一枚とせられ、，萬石未満は特に献ずるに及ばずと定められてゐる（註一
＿）。蓋し將軍拉に世子に封しては萬石未満も獄じてゐたからである（講
一二）。叉以上の揚合に大名の當主のみならず大名の嫡子も太刀馬代進
上の義務を負ふたが（訪一三）、或は十萬石以上に限定して同額を課し（註
一四）、或は限定せずして之を課した（註一五）。そして隙居せる大名kも
課せられてゐたが（註一六）・多くの規定には萬石以上井嫡子となつて居
鉱隠居の文字は見えず、從つて隠居者は特に出仕を命ぜられてゐる
揚合に於てのみその義務を負ふ疫ものと考へられる。
　將軍に封する太刀馬代も世子其他に封するものも、凡て本丸に納入
すべく西丸に納入すべきではなかつた（謎一七）。然しこの事は寳永三年
（醤窓三毫杏美）正月よう初まつた慣例であ弧それ迄は西丸へ納入してゐ
⑳であつた・延寳八年（羅美罠8〉＋二月の鵬には鵬か晒丸
納入のことを述べて居奴註一八）、且つ寳永三年十二二月の燭書に特に「當
寒之通J御本丸御納戸へ納入せらるべしとことわつてある導によつて
∫知られる（註一七）。牧納の係員は奏者番と進物番とであウ、奏者番は太
刀目録のみを扱ひ、進物番を指揮して、太刀は十本二十本づ』綜竪に
包んで納戸方へ移管し、金銀は直接納戸方に納入せしめて之を扱はな
い。目録と後訂引合せること言ふ迄もない。太刀、ll5代以外の物は直接
納戸方へ納ま弘奏者番は後日通知を受くるのみでオ）る（註一九）。
　斯くて太刀は少くとも年始八朔の場合には現物を川ひたことを知る
のであるが（註二〇）（註二一）、馬代は原則として金納で泣）弧現物を獣進
する「例年御馬獄上之大名」は極めて僅であつた。領内よう産蛎ある
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大名が主であつた（註二二）・傘納翫文砕儲三甥8）頃迄は期の
終迄に行へば足外若し翌月に及ぶときには特にその旨を屈出づべき
であつた。然るに同年六月の鰯書によ蚤翌月納入は特に届出に及ば
ず、延滞三ケ耳に及ぶときに初めて屈出づべきものとせられた儲二鋤
然し延享四年（醤藷三男暁）二月には再0ξ其月限ウと改められ（註二四）、
寛政元年（簾三望賜八且（註二五）拉毛改僻三年（罐三甦美）＋湘に
はその働行が命ぜられてゐる（謎二穴）。職進にi封して「うつ蚕」を返す
ことは古來の例である。太刀馬代の職進に封して蒋軍は、大名に封し
て時服を與へることが例であつた。なほ病氣等にて年始八朔に登城し
得ない者があれぱ、共者は使者を以て太刀馬代を獄進すべく、若し喪
k服して居る者があれば、喪が明けてヵ、ら鰍進すべきものとせられて
ゐる（註二七）o
　年始八朔に次ぐものは重陽（九月九日）と歳暮とであウ、端午は一段
輕くなる。そして五萬石以上の者は軌れの時にも時服（呉服）を添えべ
きであつた。歳慕には五乃至一重とせられ、端午重陽には歎を減ずる
（註二八）。但し此歎は明暦三年（醤蒼三美蓋）正月江戸大火の後に出され
た三ケ年限ゆの特例であう、手常の年にはそれよう多額であつた（註二
九〉。但し今共数量を詳にしない。重陽と歳暮とに際し將軍に獄進づ肉べ
き磁勤歎鍋亦明瞭でないが誕費八年（簾豪昊8）＋一ノ比出こ
於ける鯛書は、徳松と稻し未だ將軍綱吉と穂して居らないにしても、
既に同年八月二十三日には將軍宣下が行はれて居るので（謎三〇）、之を
將：軍に關するものと見れば、三十萬石以上銀三十枚十萬石以上同二十
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枚五萬石以上同十枚、一萬石以上同五枚となつて居鉱端午には同上
の匠別によ 蚤銀廿枚、十枚、五枚、三枚となつてゐる（註三一）。なほ將
軍の世子に封しては、將軍と同額の銀に添へて三萬石以上の者は破魔
弓及菖蒲甲をも献進すべきであつた（註三二）。そして菖蒲兜は四月廿七
日、破魔弓は十二月廿七日迄に納入すべきものとせられた（註三三）。
　將軍世子の外、將軍の廉子」簾中叉は將軍の生母に封しても、献進
すべき旨が令せらる㌧乙とがあつた。例へば賓永四年（醤藷三毫蕊）八
月將軍綱吉の庶子家千代に封し、重陽歳暮に三十萬石以上銀十放、十
萬石以上五枚、五萬石以上三枚、萬石以上二枚を、端午に同じく五枚
三枚二枚一枚の割にて獣進すべきを令し（註三四）、叉將軍の生母月光院
に封し、正徳二年（醤諺三毫三…）十二月及翌年四月に於て、重陽と歳暮
に、二十萬石以上銀五枚、十萬石以上銀三枚、五萬石以上銀一枚を、
端午には同様にして三枚、二枚、一枚を献進すべき旨を令してゐる（註
三五）。簾中に封しても享保十六年（醤蒼三毫奎⇒十二月、端午重陽歳暮
に當つて二十萬石以上銀三枚、十萬石以上銀二枚、五萬石以上銀一枚
を献進すべしと令した事がある（註三六）。
　以上の外にもなほ若茱・七夕・土用入・雪降・寒入・御茶口切等の
定期献進があるが、輕微なるが故に今暫く之を省く。
　最後に墾観交替にて出府の節虹に蹄國蹄城の節に提供すべきもので
あるが、先づ出府の節の定を見ると、初期のものは未詳であう、朋暦
三年（擁三寿詣）二月に於ける減額せられたるものに於て、十萬石以
上は太刀馬代黄金一枚の外に時服コ乃至十重を分限に慮じて進上すべ
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く、五萬着以上は太刀馬代黄金一枚のみ、萬石以上は太刀馬代自銀一
枚どなつてゐる（註三七）。享保九年（醤薦…毫至1園〉十二月の制に依れば、
十萬石以上は從來差上げ來うたる銀の額によう、五萬石以上は金一
枚、萬石以上は銀三枚、萬石以†が銀一枚となつてゐる。太刀を添へ
る こと言ふ迄もない（註菖八）。享保十八年（醤諺三毫奎…〉一月の定は・
十萬石以上太刀馬代黄金一枚、十萬石以下は太刀馬代臼銀一枚となつ
てゐる（註三九）。將軍に封してのみならず、軌れの場合にも西丸即ち將
軍の世子へも同額が進上せらるべきであつた（註四〇）。其他廉中へも進
上すべき旨を令せられ遊事があつた。享保十六年十二月の定は、特に
松李加賀守が銀廿枚、松李陸奥守及松李大隅守がそれぞれ銀十枚、松
卒左京太夫及松李撮津守が縮緬三巻づ㌧進上すべき旨を命じて居ウ
（註四一）、同十八年正月の定は、十萬石以上銀三枚、以下銀一枚となつ
てゐる（註四二）。そして此額は其年よめ三ケ年問特に減少したる額なる
旨が言添へられてゐる（註四三）。隠居せる將軍（大御所）あるとき、其者
に封しても滲観滲府の際の進物亦鰹くことの出來澱ものであつた（註四
四）o
，謬観交替にて蹄國蹄城するに際しての進物は金銀ではなく、酒肴で
あつた。享保九年十二月の定に依れば、樽肴の外に晶物を添へる竜あ
ム、三種二荷あう、二＝種一荷あ飢一種一荷があつた（駐四五）。そして
將軍世子に勤しては多少減額して進上すべきであつた。同上の定に依
れば、將軍に封し樽肴の外に品物を添える場合には、世子に封しては
櫓肴のみとし、而も三種二荷は二種一荷　二種一荷は一・種一荷、一
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種一荷は箱肴一種となつてゐる。然らばこ㌧に一種一荷等の語は何を
意味するか。充分明らかではないが一種は肴を意味し一荷は酒樽二個
を意昧した事は疑がない。元來一種は、中古以來殿上に於て行はれた
る一種物に由來せるものと考ふべきであう（註四六）、一種物は持滲の肴
一種づ㌧を供出しそれを共に煮て共に飲食しつ㌧酒宴する風俗を指す
（註四七）。これよう轄じて一種又は一種一瓶は酒肴それ自膿の異名とな
つた（註四八）。そして江戸幕府時代に於ては持参の酒肴を共に飲食する
のでなく、軍に之を進物として提供するのみと愛じたのである。然し
その一種一荷の内容数量に就ては今詳でない。後段臨時御祝儀の節に
於て述べるが如く、一種千疋、一種二千疋等の用例あ銚一疋は十文
である故、飴め多からざる債格のものであつたと考へられる。
??
??
??
??
??
??
??
??
　
??????????????????（?
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（註一〇）
一九頁、享保九年＋二月。同寳贋集成二四頁、喪暦＋二年十二月o同天保集成上四五
頁、天保八年三月。
〈註一一）　同寛保集成一〇二頁。
（註一二）　同九五頁、延喪八年十二月。
御鰯書寛保集成一一八頁・享保七年七月。
同一〇二頁・寳永四年七月。
同一〇〇頁Q寳永二年正月。
富山房國史嚇典第一巻四二九頁、遠藤佐々喜解詮滲照o
群書類從第二＋二輯三〇八頁。
同三四四頁以下◎
同三五三頁。
同一八二乃至二五〇頁o
同二五一乃至二七四頁o
御鰯書寛保集成九五頁、延喪八年十二月。同九九頁、蜜永元年十二月。同一
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（註一三）
（註一由）
（髄一五）
（註一穴）
（葺一七）
同九三頁、慶安元年八月o
同一〇二頁、寳永四年九月o
同一二八頁、元文二年閏十一月o
註一四及一五滲照。
御鰯書寛保集成一〇二頁、寳永三年十二月。同一二〇頁、享保九年十二月◎
同一二一頁、享保十年六月o
（註一八）　同九五頁。
（註一九）　有司勤仕録御奏者番。
（註二〇）御鰯書寛保集成一一七頁、享傑七年七月。
（註二一）家督御禮に際しては、享保七年頃迄は現物であつたが、同年七月の鰯書によ
　り、作り太刀として代金二十枚迄の内にて金納すぺきことxなつた（同上）Q
（註二二）
（註二罠）
（註二四）
（註二五）
（註二六）
（註二七）
（註二八）
（註二九）
（註三〇）
（駐三一）
（註三二）
（註三三）
個旨三四）
（註三五）
（註三六）
（註三七）
（註昆八）
もの博あるボ、
同一ニニー三頁、享保＋一年＋二月Q、
同一二八頁。
御鰯書寳暦集成二九頁。
同天保集成上二七取三七頁。
同二七頁。
貞享四年七月二＋九日、常憲院殿御實紀巻＋六。
御鰯書寛保集成九三一四頁、明暦三年二月。
同上。
常憲院殿御貴紀巻一、巻二・
同巻二・御鰯書寛保集成九四頁◎
同一二〇頁、享保九年十二：月o
同一二九頁、寛保元年四月。
同一〇二一三頁。
同一〇六一七頁。
同一二四頁。
同九三頁。
同一二〇買。この証載は實は將軍に封するものではなく、將軍世子に封す各
　　　こ堵わと｛捺．りぎ尊らたいことオ｛類推出多愁るので、こ』，に婁揚げたo
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（註巨九）
（註四〇）
（註四一）
（註四二）
（註四三）
（註四四）
（註四五）
〈註四六）
（註四七）
（註四八）
同一二五頁。
同一二〇、一二五頁。
同一二四一五頁。
同一二五頁。
同一二六頁。
同天保集成上四四頁、天保八年三月。
同寛保集成一二〇頁・
日本紀略第四巻、康保元年十二月二＋五日。小右記永観三年三月四日。、
績古事談一、王遭王后。
吾妻鏡巻＋一、建久二年九月十一日。政所内詳定記鋒、寛正七年疋月二十六
日内詐定始Q
第九　御祝儀負澹之二（臨時）
　毎年の例による定式御祝儀に増して、大名の負捲となつたものは臨
時御祝儀である。臨時なる故その種類は甚多く、之を悉く述べ得ない
が、その主なるものを墨げても、代替り、、將軍宣下、將軍の任官叙位、
將軍の子女出生、將軍世子の子女出生、世子の元服・成婚、息女の婚
嫁、世子としての確定式を意味した西丸移徒儀等があるり香典蛇に法
事香典は別に之を述べる。
　先づ徳川宗家の代替うを見る。蓋し代替うが最も重大覗せられてゐ
たからである。宗家を嗣ぐ者は將軍となつたのであるが、決して宗家
を嗣ぐ事（代替う）と將軍となること㌧は同一でなく、從つて同時では
ない．先づ代替うがあつて、次に西丸より本丸への移徒の儀があり、
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然る後に將軍宣下の順序となる・例へぱ徳川家宣は寳永六年（醤鳶三毫
杏究）一月十日將軍綱吉の跡を襲つて宗家を縫いだが、同年二月三日に
至つて上様と稽せしめ、同年四丹二日よう既に代替うの況賀を受け、
而して將軍宣下は五月一日一に至つて行はれてゐる（註一）。そして將軍宣
下の祝賀は、同月十一日より更めて之を受けてゐる（註二）。即ち大名は
その都度御祝儀を提供すべく、而も代替うの際の宛先は、新主君にi封
するのみならず、その生母、夫人、子女、奥女中に迄及んだのである。
　今上述寳永六年（醤藷三量杏尭）四月に於ける家宣承統の例を探つで見
ると、家宣自身に封しては太刀馬代であ瓠夫人に封しては三十萬石
以上は銀三十枚箱肴一種、十萬着以上銀二十枚箱肴一種、五萬石以上
銀十枚箱肴一種、一萬石以上銀五枚箱肴一種であつた。拾萬石以上の
嫡子及び隈居も銭五放箱肴一種とせられた（註三）。なほ息女竹姫にも・
三十萬石以上は銀二十枚、十萬石以上十枚、五萬石以上五枚、萬石以
上三枚を進ずべきであつた（註四）。叉三十萬石以上の大名は、奥女中難
原に封し黄金一枚、常盤井以下六名に二千疋づ㌧、春甘井以下四名に
千疋づ㌧典ふべく、二十萬石以上の大名は、豊原に三千疋、常盤井以
下六名に千疋づ㌧、春甘井以下に五百疋づ」與ふべく、十萬石以上は
大約その牛額を與ぷべきものとしてゐる（甑）。大名の内でも家門共他
幕府より特殊なる資格に於て待遇さる㌧者に就ては、特別に其額が定
められて居るが、最高尾張紀伊爾家の將軍夫人に封する銀五十枚二種
一荷を除き大膿他と鹸め異らない（註六）。他の代替りの揚合も大膿之に
準じ、正徳二年（醤蒼三毫主：…）十月家繊が嗣いで同月十五日上様を爾
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し、同年十二月十八日代替うの覗賀に際しては、將軍に封する太刀馬
代の外、嫡母に封し銀三十放及び箱肴一種に加へ、生母に封し銀二十
枚等の進呈が命ぜられてゐるのは、夫人なかゆしが故の特例と言へよ．
う（註七）。
　將軍宣下に際しての御覗儀は比較的輕く、唯將軍のみk封して覗賀
を述べ且つ太刀馬代を進上すれば足ウた。尤も病者、信形の者（大名
にて）、在國の者、隠居者は、登城せずに太刀馬代のみ進ずべきもので
あつた（駐八）。從つて正徳三年四月家繊將軍宣下に際しず將軍に封する
太刀馬代以外に》嫡母生母に封し代替ウの際と同額、其他豊療以下の
奥女中に封して代替蚕の際と同額を進上せしめたのは異例と言ふべき
である（註九）。然し詳細k見るときは各代によつて可なう相異があ弧
銑れを常例敦れを異碗と言ふことは、實は可なウ困難な事柄である。
　將軍宣下に績く將軍夫人（御壷様）への叙位も飴血重き御祝儀を俘は
なかつた。例へぱ寳永六年六月に於ては、拾萬石以上は肴二種と樽代
千疋、五萬石以上肴二種樽代五百疋、萬石以上肴二種と樽代三百疋、
嫡子及隠居の侍從以上肴二種と樽代五百疋を、將軍と夫人との墜方へ
進上すべきものであつた（註一〇）。
　賓永六年九月將軍が西丸よう本丸へ移徒した際には、將軍に鍔し三
十萬石以上ば三種三荷、十萬石以上は二種二荷、五萬石以上は二種一
荷、萬石以上は一種一荷、十萬石以上の隠居及嫡子亦同じとせられ、
外に將軍夫人に鍔し、十萬石以上は二種千疋、五萬石以上は二種五百
疋、萬石以上及ぴ十萬石以上の隠居と嫡子とは一種三百疋を進上すぺ
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きものとせられてゐる（註一）。
　將軍が死亡によらず隈居によつて代替うとなつたときには、前將軍
は多く西丸に居住した。そしてその移徒は入替うの形に於て行はれた。
從つて御祝儀進上は墜方に封して行はるべきであつた。唯前將軍に封’
しては多少額を減じて行はれ（註一二）、大騰前將軍嫉將軍世子と同様に
取扱はれる例となつてゐる（註一三）。
　將軍世子が、將軍世子として確定するに至れば、江戸城西丸への移
徒の儀が行はれる。この際にも大禮特軍の西丸よめ本丸への移徒と同
程度の御祝儀を大名達虹に大々名の隠居と嫡子とは進上せねばならな
かつた儘＿四）。その宛先は西丸のみであ鮎本丸即ち將軍家へは進上
に及はずとせられてゐる（註一五）。
　將軍の子女出生に際しては、先づ着帯の御親儀進上が行はれる。寳
暦十一年（醤藷三塁柔⇒三月の例によれば・將軍とその夫人に封して十
萬石以上はそれぞれこ種五百疋、五萬石以上は一種五百疋、萬石以上
は一種三百疋、十萬石以上の隠居虹に嫡子は一種五百疋と定められた
幟一穴）。なほ前將軍に封しても同上の匪分に從ひ一種五百疋、一種三
百疋、一種、一種三百疋と定められてゐる（註→＝）。
　出生あウたるときば、それが將軍の正夫人（御塵所）よりであると側
室よ◎であるとを画別することなく、御七夜に於て、石高に慮じて御
1祝儀進輌Lを爲すべきであつた。寳暦十一年（醤蒼三嬰美⇒四刀の例によ
れば、出生子に封し六十萬石以」二産衣二重、道具代銀五十枚二種二荷
をぐこコ十萬石以上産衣二重道具代銀三十枚二種二荷を、十萬石以．ヒ産
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衣一重道具銀十五放二種二荷を、六萬石以上産衣一重遣具銀七枚二種
　　　　　　　　　　　　　　　　　ヂー荷を、三萬石以上産衣一重道具銀五枚一種一荷を、萬石以上は産衣
一重一種闘荷を、それぞれ進上すべきであ致註一八）、道具は金納でな
く物納であつたらしいが、産衣は産衣代として金納せしめた例がある
（註一九）。出生子に封してのみならず、將軍拉に前將軍に封しても七夜
に於て十萬石以上鷹二種二荷づ㌧、五萬石以上は二種一荷づ㌧萬石以
上は一種戸荷づ㌧進上すべく（註二〇〉、拾萬石以上の隠居嫡子怯將軍前
將軍、將軍夫人、出生子へそれぞれ二種一荷づ㌧進上すべきであっぬ
（註二一）。叉産婦たる將軍夫人へは六十萬石以』蜷物三十自銀五十枚二
種ご荷を、三十萬石以上は霧物ご柏銀三十枚二種二荷を、十萬石以
上ば霧物十自銀二十枚二窟二荷を、五萬石以上は巻物五白銀十五枚二
種一荷を、萬石以上は霧物三白銀五枚一種一荷を進上すべきであつた。
その地三十萬石以上十萬石以上五萬石以上の者は、乳人老女への銀三
枚二枚一枚づ㌧、表使御きしへ銀二枚一枚鳥目二百疋づ㌧を賂るべき
ものとせられてゐる（濫二）。翌寳暦十二年七月．に於ける側室よ参出生
の場合も殆んど異る所はないが、この揚合には正室に封しては將軍前
將軍と同様に進上し、産婦に封して六十萬石以上銀のみ二十枚、三十
萬石以上銀十枚、十萬石以、k五枚、五萬石以上三枚、萬石以上二枚、
十萬石以上の嫡子隠居同三枚となつてゐる鮎が異る（註二島）。
　將軍世子の子女出生の揚合もほ讐將軍の子女出生の揚合と同様であ
る讃永四年（露…議）七肘一眼稼宣剛稼撒誕生駿
る際の例を見ると（註二四）～出生子に封して三十萬石以上は産衣代銀三
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十放、道具銀二十五枚乃至五十枚、二種千疋を、十萬石以上産衣銀二
十枚、道具十五枚乃至二十五枚、一種千疋を、五萬石以上産衣代銀十
枚御肴一種を、萬石以上産衣代銀五枚御肴一種を進上すべく（註二五）又
三十萬石以上の嫡子と隙居とは二種千疋ヅ十萬石以上の嫡子と隠居と
は一種千疋を進上すべきこと㌧なつてゐる（註二六）。加之、三十萬石以
上は將軍k二種二千疋、將軍世子へ同額、將軍夫人へ二種千疋、世・
子夫人へ同額を提供すべく、別に産婦へ銀二十枚を、惣女中に銀三十
枚を提供すべ：きであつた（註二七）。三十萬石以上の嫡子及膿居は、將・
軍へ二種千疋、將軍世子へ同額を提供すべ：きであつた（註二八）。十萬石
以上、五萬石以上、萬石以上も順次逓減せる額に於て上述のものに準
じて進納が行はるべきであつた（註二九）。詳細は今之を略する。元文二
年（醤藤三毫奎韮）五月に於て世子に男子出生したる場合竜大膿上例と憂
る所がない。唯匿分が六十萬石以上二十萬石以上十萬石以上六萬石以
上三萬石以上萬石以上となつてゐる黙が異る《註…；o）。今凡て省略に從
ぷ。
　出生子成長するに從ひ百一日目に色直しの祝あ今、三歳に至ら髪置、
五歳叉は七歳にて袴着、同年時を異にして元服の儀式が行はれる。そ
の都度大名よう親儀が進納せられた。家綱は寛永十八年（醤鳶三美畠⇒
一月廿三日色直を行ひ、諸大名より小袖樽肴が賂られ（註三一）、同二十
年一月十一日髪置の儀を行ひ、三十萬石以上は家綱に銀五十枚、生母
に三十枚、あふみ及乳人に各銀十枚おさし（乳人の一種）へ五枚を進ず
べく、二十萬石以上は同様にして三十枚、二十枚を、十萬石以上は二
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十放、五枚、三枚、二枚を、五萬石以上は十枚、五枚、三枚、二枚を㌧
といふ具合に進納すべきであつた（劉。同じ時三千石以上の者は太
刀目録を進納し、叉將軍には樽肴を島内した（註…逗）。然し元丈四年
（醤誕毫杢究）十月世子の長子竹千代（家治〉髪置に際しては、銀を進納
することなく、唯本人に封し十萬石以上二種一荷、五萬石以上及び十一
萬石以上の嫡子虹に隈居一種一荷、萬石以上一種の進納のみであウ、
將軍拉に世子に封しても同額であ鉱生母に封して同様の匠分に從ひ・
二種五百疋、一種五百疋、一種を進上し、唯乳人いさのへ、銀三枚二
枚一枚を三十萬石十萬石孟萬石以上の人は與ぷべく、御さしへ封して
五百疋三百疋二百疋をそれぞれ與ふべきものとせられてゐる催三四）。
叉髪置に封し諸大名の御就儀提供あうしは將軍叉は將軍の世子の長男
子誕生の時のみで、次男三男の髪置に際しては御祝儀提供を行はなか・
った（註三五）。袴着式に關し亦同じ催三六）。
　袴着式に際しては通例長男子と錐も、將軍に大名の御配儀提供は行一
はれなかつた（瓶・ヒ）。尤も中葉以降となれば二種一荷程度の提供ある
に至つたが（駐三八）、袴着を行ふ者が既に將軍であつた場合には、將軍
に封し三十萬石以上二種二千疋、十萬石以上二種千疋、五萬石以上一
種千疋、萬石以上一種五百疋、十萬石以上の嫡子及隠居同断を堤供す
るの外、特軍の嫡母及生母に封して、同上の置別に從ひ二種千疋、一
種千疋、一種五百疋、一種三百疋の提供を爲さねばな亭なかつた嘩三、
九）。
　元服の際は大燈特軍宣下に準じて御就儀提供を爲すべきものとせら
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れてゐる（翻・）．正保二年（擁三美踊四肘三日家綱元服の際に於
ける同月廿六肩の御覗儀は、萬石以上は將軍拉に家綱に封して太刀目
録偶代）の外に家綱に封し一種を献じ・奥女中にも贈遣して居ウ（註四、
一）、享保十年（醤藷三毫全至）四月九日家重元服の際は・將軍と家重とに
太刀目録のみを提供すべく（註四二）、他の品物は無用とせられ（註四萄、
寛保元年（擁三囎⇒八月十二日家治元服の際は・將軍・將軍世子虹
に家治に封してそれぞれ太刀馬代を進じ、吏に生母に封し二種五百疋
以下一種五百疋に至る祝勤を石高に鷹じて進ずべく（註四四）・五萬石以
上は奥女中にも進物あるべきであつた。十萬石以上は、本丸酉丸隻方
の老女等歎名の者に封して五百疋又は三百疋を、五萬石以上は同様に
して三百疋叉は二百疋を進ずべきものとせられ允（註四五）。然るに家縫
の如く幼年にして將軍となう、然る後に元服したる揚合には多少趣が
異う、正徳三年（醤蕎三毫主…i）三月の定は將軍に太刀馬代を進ぜず・そ
れに代へて三十萬石以上三種二千疋、以下同様にして二種五百疋に至
弧嫡母拉に生母に封し二種千疋より一種五百疋に至る進物を行ぷべ
きものとせられてゐる（駐四六）。明和三年（醤薩三署美交）四月三日家墓元
服の際に於ては、將軍と家基に到して太刀馬代を進ずるの外に、嫡母
虹k生母に野し叉老女に封して銀と肴一種、叉は鳥目を進ずべきであ
つた。例へば十萬石以上は嫡母に封し銀五枚と一種、生母に封し一種
五百疋、老女に銀二枚以下三百疋迄を進じた如くである儘四七）。
　將畢の子女成人すれば婚嫁が行はれる。その際御就儀提供が行はれ
るのであるが・i英國のfeud＆1burdel1に於て見られると異蛍註四八）・
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此際の御祝儀は他の揚合に比して決して重くなつてゐないことが目立
つ。即ち世子が夫入を迎ムるに際して、享保十六年（聾孟璽辱霊三）十二
月の定を見ると、將軍と世子とに封してそれぞれ十萬石以上二種千疋、
五萬石以上二種五百疋、萬石以上二種三百疋を進納すべ：く、侍從（從
四位）以上允る嫡子及隠居竜萬石以上と同額を進納すべきであつた。
縁女に封しても同上の匠分によう二種五百疋、一種五百疋、一種三
百疋が進納せらるべく、侍從たる嫡子及隈居は一種五百疋とせられた
（註四強。將軍の息女成婚に際しては、寳永五年幌蒼三毫δ袋）十一月の定
に依れば、將軍に封し十萬石以上二種千疋、五萬石以上二種五百疋、
萬石以上二種三百疋、侍從以上たる嫡子及隠居二種五百疋、將軍夫人
へ同上の匠別に從ひ一種千疋、一種五百疋、一種三百疋、一種五百疋
を進納すべきこと㌧なつてゐる（駈O）。
　外にも御祝儀の提供せらるべき揚合は非常に多い。例へば將軍の四
十歳の誕辰覗賀、將軍の厄年明の祝賀等に當つて、一部の大名よう將
軍に封し御祝儀が提供されて居る。寛延三年（醤薩三磐蓋8）一月には前
：者が（註団九〉、寳暦二年（醤蒼三監…）十二月には後者が行はれてゐる
（註五〇）。1軌れも大名全部に亙つて居らないので詮明は今之を省く。
????????????（?（?（?（?（?（：文昭院殿御實紀巻一、巻二◎
同巻二。
御鰯書寛保集成一五九一六〇頁o
同一六〇頁Q　　　　　　　　（註五〉　同一六〇一一頁o
同一六一七頁o　　　　　　（註七）同一七三一九頁o
同一六七頁o　　　　　　　　（駐九）　同一八五一一九三頁o
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??????????、??同一六八一九頁o　　　　　（註一一）　同一六九頁o
御鰯書寳暦集成五三頁以下、延享二年九月。
同天明集成ゴO頁o賓暦十年四月。
同寛保集成一三五頁、延寳八年＋一月（、同二〇八頁、享保九年六月。
同二〇八頁。
同天虜集威五二頁。
同上o
同天明集成五＝頁以下o
同寛保集成噛三八頁、費永四年査月。
同天明集成五三頁。
同上。
同五四頁。
同六八頁。
此：者はその年九月’甘八日早世σ常憲院殿嫉紀巷五十六g
御鰯書寛保集成一三七頁、一四〇頁。
同一四〇頁◎
同一四（〉一頁。
同二二九頁。
大猷院殿御：實紀巷四十八・
御鰯書寛保集成一三一頁。
大猷院殿御實紀巻五十三〇
御鰯書寛保集成ご四廿r八頁。
大猷院殿御實紀腕正保1…年一丹ト日o同巷六十ゾヘ，、同四年十一月
二＋七日o
（註三四）
（註…五）
（設零六）
（註罵七）
（註三八）
同巷六十九、慶安元年一月十一日。同審七十七、同三年一一月二十六日。
同巻六十、正保二年一丹三日σ
有徳院殿御實紀巻畳十三・寛保元年一月ニト日o御飼：書寛保集成二五一頁●
御胴書寛保集成一ニベ頁JE徳三年一月。・
同二五四頁．寛保元年七月o
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（粧三九）大猷院殿御實紀巻六十〇
（註四〇）御鰯書寛保集成二〇八頁。
（註四一）　同二五五頁。
（註四二）　二五六頁。
（註四三）　同二五七頁。
（註四四）　同一八三頁・
（註四五）御鰯書天明集成一〇一一一二頁。
（註四六）　所謂three　aid8の内二つ煎これであつたoなぼその額に就ではMa温and3
Constit顧onal　HBtory　of　England，1926、P．27滲照o
〈註四七）御鰯書寛保集成二一五一六頁◎
（註四八）　同一五三一四頁・
（註四九）　同賓暦集成七六頁。
（註五〇）同七八頁。
第十　禁裏御吉凶負澹
　Z㌧では便宜上、禁裏に封する香典負捲をも併せて之を述ぺる。凡
て臨時であウ、定式負澹はない。朝廷に御吉凶あるときは、將軍側よウ
主上仙洞女院女御等に封し御就儀を獄上し叉御香典を獣上したのであ
るが、同時に大名よりも御祝儀御香典を獄上せしめた（註一）。獄上は大
名よわ直接京都の御所に封し行ムベく、幕府の取次を要しない（粧二）。
但し割嘗は幕府によつて行はれ（駐三）、』叉出納は幕吏たる二人の禁裏附
を脛由すべきものであ奴駐四）、そして獄上の使者血に禁裏附は京都所
司代の肇督に服すべきものであつた。而も獄上しブ～るときは、その旨
を大名は事後に於て月番老中へ報告すべきであつた（駐五）。大名と朝廷
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との緊密なる關係の生ずることを警戒する爲であつて、別項に於て述
べるが如き、朝廷に御吉凶ある際に大名に江戸城総登城を命ずること
も亦、その一事象に外ならない。
　大騰に於て御祝儀は五萬石以上の大名よう獣上せられた。反之、御
香典献上は十萬石以上の大名よウ行はる』ことが多かつた。先づ御祝
儀献上の例を見ると、貞享四年（露三羨更老）三月東山天皇御即位に際
してはギ禁裏へ三十萬石以上銀三十枚、十萬石以上銀二十枚、五萬石
以上銀十枚、四品帥ち四位以上たるときは五萬石以下た蚤とも五萬石
に準じて、獣上を爲すべきものとせられた。叉上皇たる本院及び新院
へはそれぞれ、三十萬石以上銀二十放、十萬石以上十枚、五萬石以上
五枚とせられ、中宮へも同上の旺別に從つて、十枚五枚三枚とせられ
てゐる（註六）。なほ別に二十萬石以上の者は二種一荷を、五萬石以上は
一種一荷を、江戸の將軍に獄進すべきであつた（註七）。享保二十年（醤藷
三毫杢翌）八月櫻町天皇御即位k際しても・同一の標準に從ひ同一の額
を、此度は太刀を添へて献上すべきものとせられてゐる。別に酒肴を
將軍及將軍世子へ獄進すべきこと上述と同じ（勘、）。
　叉、元隷十年（醤鳶三美尭老〉一月、享保元年（醤藤三毫主交）十月及び元文
元年（醤蒼三i…禁）十月等に於ける衡御入内に際しては、禁裏及び女御
に樹し獄上が命ぜられた。元丈の例に於ては禁裏に封し太刀と馬代黄
金三枚、女御へ銀二十枚を獄上すべき者松挙加賀守以下十三名、太刀
と馬代黄金二枚と銀十枚とにて足りる者松李下総守以下十三名、太刀
と馬代黄金一枚とにて足ムる者松李左京太夫以下六名であつブ～（註九）。
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享保の例に於ける定もほΨ同様である〈註一〇〉。寳暦五年（醤諺三璽蓋i）
十月の揚合亦同じ（註一・）。寛政六年（醤謹翠琵園）二月皇后御入内に際
してもi攣る所はない。これ等に於ける標準は三十萬石以上十萬石以上、
十萬石未満の三匠分であつた（註一二）。
　禁裏御庖瘡御酒湯の御祝儀も必ず獄上せられたが、大膿十萬石以上
に限られ、四品の者事之に準じた。その額は三段に分たれ太刀と馬代
銀二十枚と、太刀と銀十枚と、太刀と銀五枚とであつた（註一三）。
　上皇崩御に際しては十萬石以上拉に四品より香典の厭上が行はれ
た。元女二年（醤薩三毫奎交）四月の鯛書に依れば、享保十七年の例に從
ふべく、委細は京都所司代たる土岐丹後守によつて承合すべしとせら
れてゐる（註一四）。寛延三年（醤鳶三男蓋8）五月の鯛書（註一五）も亦同じ。
寳暦＋二年（麗理美圭）八月の鯛書（註一六〉、安永八年（擁理謝＋一
月の鰯書は（註一七）主上の崩御に關し定めてゐるが、その取扱は全く上
皇の揚合と同一である。これ等は凡て具膿的に定めて居らないので詳
細を知るに困難であるが、延寳八年（醤薩三美受8）八月十九日後水尾法
皇崩御に際して定められたる、同月廿八日の鯛書を先例としてゐたも
のと思はれる。尾張紀伊等の親藩の銀二十枚は格別とし、加賀侯以下
八名は銀二十枚、松耐目模守光仲以下十一名は銀十枚、松不出朋守以
下二十四名は銀五枚、松軍薩摩守以下二十一名は銀三枚、外数名は銀
二枚を献上すべきものとなつてゐる（註一八）。’匠別の標準は五十萬石以
上、二十瓜石以上、五萬石以上、特殊なる萬石以上の者といふもので
あつたらしい。弘化三年（醤蒜三畏議）正月の仁孝天皇崩御に際しての
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匠分によつて右の如く推測せられる（註一九ン。
　然らば將軍自身は御香莫を献上し泥か（1獄上したとすれば其額如何。
早き時代に於ける制は詳でないが、後桃園天皇の崩御あめし安永八年
（醤奏三署毫究）十一月以來は、將軍よう主上に封して獄上無かウし事は明
らかである（註二〇）。然し御日供料として毎年現米二十石づ㌧永く獄上
あうしことも亦明らかであり（註二一）、叉將軍世子よウは弘化三年（器
三夷露昊）に於て銀三百枚の御香典あう・世子夫人よう銀五十枚が御香
莫として献上せられてゐる（註ニニ）。叉主上に封して唱まなく、女院に
封して銀十枚、新女院及び潅后に同額、女一宮に銀三枚が、安永八年
後挑園天皇の崩御に際して、御香莫として献進せられてゐる（註二三）。
・よつて恐らく、將軍自身よ め主上への献、Lは無く、縁類よめ叉は縁類
への獄進あムしのみであつたものを想像せられる。
??
??
??
??
??
??
??
??
　
??????????????????（?
（?
（?
（?
（?
（?
（?
（?
（
（註一〇）
（駐一一）
（註一二）
（註一罠）
嚴有院殿御實紀巻十一、明暦二年一月四日。
御鰯書寛保集成七八一九頁、寳永六年＋月。
同上。
徳川禁令考第一軟一七頁、寛永二十年九月晦日。
同五八頁。御鰯書寛保集成九一頁、元文二年四月＋八日。
御鰯書寛保集成七七頁o
同上。
同八七一八頁o
同八九一九〇頁。
　同八三一四：頁o
　御鰯書喪暦集成二一二頁。
　同天保集成一六一七頁。
　常憲院殿御賞紀巻三十四、元棘九年十二月二十六日o
第＋一香　典　負　搭 77
（註一四）御鰯書寛保集成七九一八○頁、賓永六年十月。
（註一・五）　同九一頁。
（註一穴）　同賓暦集成二一頁。
（註一セ）同天明集成一一六頁。
（註一八）同二〇頁。
（註一九）　常憲院殿御實紀巻一、同日條。
（註二〇）　弘化諒闇記巻中、泉涌寺へ御香典。
〈註二一）　同巻下、御廟所之式o
（註二二）同上o
（註二三）　同巻中、泉涌寺へ御香典。
（註二四）天保諒闇記下・
第十一香典負携
　香典負憺について先づ注意すべきは、香典を受納する者が幕府自身
ではなく、幕府の築造にか㌧る、特軍、大御所等の難を駕◎叉は埋葬
を行ひたる寺肚であつたことである。即ち日光の東照宮、上野の東叡
山寛永寺、芝の塘上寺等が大名よウの香典を受納したのであつた。叉、
將軍、大御所亮去に際して大名は、直ちに登城せねぱならない義務を
負ムが、直ちに香典を納付せねぱならないことはなく、逓常三七日の
法要拉に其後の法要に際して初めて之を行つた。
延寳八年（擁三美囎）五月八日將軍家纏じ、同肘九晒石以上
は墓所寛永寺に墾拝を行ひ、越えて六月十九日使者を以て寛永寺に香
卑を進上し・自身は江戸城に登城した（註一）・その額は二十五萬石以上
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銀三十枚、十五萬石以上銀二十放、十萬衣以上銀十枚、五萬石以上銀
軍枚、萬石以上銀三枚、三十萬石以上の嫡子銀十放・十萬石以上の嫡
子銀五枚となつてゐる（註⇒c但し所謂御三家は銀二百枚、加賀侯は銀
二百枚、其他五十枚等特別に定められたるものも相當ある（註三）。
　叉、・寳永六年（醤藤三毫杏究）一月十日將軍綱吉嘉じたる際には、同月
の鯛書にて六十萬石以上は銀五十枚、二十五萬石以上については前同
と同様なる内容の香典進上を命じてゐる（註四）。そして滲詣の日取を御
三家と松李加賀守とは二月一日、他の萬石以上及嫡子は二月二日とし、
香典は馨詣の翌日傳者を以て寺の中堂に進上すべきものと令してゐる
（註五）。御三家拉に加賀侯等に就て特に定むるところはなかつ喪。正徳
二年（醤誌三毫主…）十月將軍家宣嘉去の際及び同六年將軍家縫廃去の際
の定も大盤同様である。た讐加賀侯等に就て延寳度と同様なる定ある
Zと、拉に香典牧納所が増上寺なウし黙に於て異るのみ（謎六）。
　然るに吉宗家重の二代が厨謂大御所となつてから逝去し、香典の額
を減少せられし後を承けたる故か、家治將軍は現職のま㌧天明六年
（舗…翠懸）九月八日鹿去したるに拘はらず、而も香典額は大御所と
して逝去の揚合と同額となつてゐる（註七）。
　大御所逝去の揚合の例として吉宗の例を見ると、同將軍は延享二年
（露三騰）九月一囎居して以來七年目の艇四年（簾三監⇒六月
廿日麗去し、翌閏六月鯛書あつて、大名の滲拝は閏六月十四日たるべ
く嘩八）・、香典は使者を以て七月一日に進上すべきものと令し、その額
を六十茜石以上銀三十枚、昔五萬石以上銀二十枚、十五萬石以上銀十
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枚、十萬石以上銀五枚、五萬石以上銀三枚、萬石以上二枚、三十萬石以
上の嫡子及隠居銀三枚、十萬石以上の同上銀二枚と定めてゐる（言眈）。
家重廃去の寳暦十年（醤薩三撃美8）六月k際しても、同年七月の鯛書に
て上掲の額が定められ、七月廿九日増上寺に進上せしめられた（註一〇）。
　將軍の一周忌に際しての香典の額を見ると、寳永六年（醤薩三蓄究）
十二月の綱吉將軍に封するものは・六十萬石以上銀三十枚・三十萬肩
以上二十枚、十萬石以上十枚、』五萬石以上五枚、萬石以上三枚、三十
萬石以上の嫡子五枚、十萬石以上の嫡子三枚となつて居飯註一一）、寳
永七軌月の三周忌に於て綱額となつて居る（距二）・正徳三年（麗
三毫主…）九月將軍家宣に翼するもの亦杢く同じ（註一三）。享保二年幟鳶三
i…珪）四月將軍家縫に封するもの亦同じ（註一四）。然るに將軍家重の一
周忌に於ける定は額を下げて定められ、六十萬石以上銀十枚、三十萬
石以上五枚、十萬石以上三枚、五萬石以上二枚、萬石以上一枚、三十
萬石以上の嫡子二枚、十萬石以一ヒの嫡子一枚となつてゐる（註一五）。こ
れより先寳暦二年（聾轟三嬰蓋圭）六月大御所吉宗の一周忌に際し（註一六）、
同＋二年（露三慌）六月大御所家重の一周忌に際して其額が定めら
れて居奴謎一七）、恐らくこれ等が先例となつて減額を見たものと考へ
られる。
將軍の七同忌、十三同忌、三十三同忌、五十同忌等に於ける香典の
額は、前掲の一周忌三周忌等に於けると杢く同一であ奴註一八）、從つ・
て家重以下に就ては、…周忌の額が減少したと同様に、減少せられた
菟のとなつてゐる（註一知。ノく御所に於けるもの亦同じ（駐二〇）。
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　將軍の法要に際してのみでなく、大名は將軍の生母の法要に際して
も亦香典提供の義務を負ひ、例へぱ寳永二年（讐憲三毫春釜〉七月桂昌院
の中陰に際し、三十萬石以上銀十枚、十萬石以上同五枚、五萬石以上
三枚、萬石以上二枚、三十萬石以上の嫡子虹に隙居二枚となつて居ウ
（蝕二一）、向三年五月④法要に際しては、上述と同額であるが隈居の負
捲が除かれてゐる（註ニニ）。同六年十二月浮光院法要に際しても亦同じ
（註二三）。其他將軍の世子夫人の法要に際して、銀三枚乃至一枚の香典
が課せられたことがあるが（詮二四）、明和八年家治將軍の御墓所（夫人）
の逝去後の法要に際し、格別香典供出の義務を課して居らないので
（註二五）、その取扱は時によウ匿々であつた事淡知られる。
　斯く命日に際しての香典供出が行はれる外、なほ時々行はれる將軍
の日光杜墾に際して供奉し、御宮と御露屋とに墾詣した者は言ム迄も
なく、それを冤ぜられた者も、十萬石以上は太刀と金馬代とを、五萬
石以上は太刀と馬代銀五枚とを、萬石以上は太刀と馬代銀二枚とを御
宮へ進上し・御難屋へは励に・同上の匠別に從ひ銀五枚・年枚・一枚
を進ずべきであつた（註二六）。享保十三年（醤薩葺杢袋）三月の例、安永
　　　　　　ノ五年（醤藷三砦i突）二月の例、軌れも同一の内容を有してゐる（註二七）。
　香典が大名の側よ動進上せらる』こと以上の如くであるが、大名の
側に當主の死亡あるときには、幕府よう相當員数の香典が供へられる
例であつた。然し共額は蔦府の財政によつて甚しく、L下し、柳螢秘鑑
等に依つて見ても、加賀、薩摩等に封するもの古來五百枚たうしもの
が・當時五十枚となつて居う、杢く定まれる額とい、凱ことはできなか
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つた（註二八）。大名の側よウする香典提供が、か㌧る任意性を敏如する
ものであつたことは言ム迄竜ない。
?????????（?
（?
（?（?
（?（?
（?
（?
（
（註一〇）
（註一）
（註一二）
（註一三）
（註一四）
（註一五）
（註一六）
（註一七）
（註一八）
（註一九）
（註二〇）
（註二一）
（珪ニニ）
（註二翼）
（註二四）
（註二五）
（註二六）
御鰯書寛保集庫二六三頁・常憲院殿御實紀巻一・同日。
同上ρ
同上二六四頁。
同上二八七頁。
同上二八六一七頁。
同上三〇四ヤ三〇五、三二四、三二五頁o
御鰯書夫明集成三七九頁。
同寳暦集成一六九頁。
同一六九一一一七〇頁。
　同天明集成一八三頁。
　同寛保集成二九三頁。
　同二九六頁Q
　同三一頁。
　同三三〇頁。
　同天明集成三九二頁。
　同寳暦集成一八○頁o
　同零明集威一九四頁。
　同寛保集威二六一、二六七、二七〇、二七三頁。
同天保集成五七〇頁・
同天明集威二三三頁。
　同寛保集成二八一頁o
同二八二頁Q
同二九四頁。
同三六八頁。
同天明集威二五九頁o
同寛保集威四一六頁o
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（註二七）伺夫明集成四二六頁。
（註二八）　柳欝秘鑑二。
第十二　御　禮賀携
　家督、初滲《婚禮等の諸負瘡を一括して観察する。大名の子息にし
て相當の年齢（十三四歳〉に達すれば、その者は將軍と封建的君臣關係
を設定する爲、父に件はれて將軍に御目見得す畜こと㌧なる。必ずし
も嫡子即ち家督相績人として届出で且許可を受けたる者に限らず、次
男以下たることも屡あつた・從つて嫡子屈の前後を問嫡ない・唯嫡子
の揚合が通常であう、、三十萬石以上の大名の嫡子は馬の現物の外に金
馬代巻物五乃至銀三十放巻物十を、同次男以下は金馬代巻物二を、父
たる大名よウ同時に巻物五、或はそれに加へて綿二十把乃至五十把及
び銀馬代又は金馬代を提供すべきであつた。十萬石以上の揚合には嫡
子よりの分巻物十が五に減ずる。五萬石以上は嫡子に非る限り銀馬代
とせられ、叉馬を添へることがない。萬石以上の揚合は巻物は五よう
二に減ずる。叉十萬石未満は、父よう物の提供は行はれない（註一）。
　嫡子が長じて官位を與へられたる揚合には、五萬石以上の家格に於
ては金馬代、萬石以上は銀馬代を提供し、加賀侯はそれに加へて巻物
二十、薩摩侯、陸奥侯は巻物十を提供すべきであつた。五薦石以上た
りとも次男ならぱ銀馬代にて足りた（註二）。
、婚姻は之を自儘に行ムことを許されず、必ずその都度幕府の許可を
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受くべきであ弧その事は歴代の武家諸法度の明規する所である。殊
k家綱將軍のものは公家方との婚姻締結を嚴戒してゐる。婚姻の許可
を輿へられたる大名は・若し拾萬石以上ならば雀物十・五萬石以上な
らば同五、萬石以上は同二を提供すべきものとせられてゐる（註三）。
　斯く大名の子息と將軍とは、大名の生前に於て封建的君臣關係が設
定せられ㊧とは言へ、その者は極めて例外的なる場合を除いては領地
その他の知行所を與へらる㌧ことなく、依然所謂部屋住の状態に置か
れた。無腺の意である。その者が領主となるのは大名が死亡叉は隠居
　　テを爲し、所謂家督を嗣ぎたる場合である。家督を嗣ぐごとをも亦大名
に於ては家督と稻し、旗本に於ては繊目（次目）と稻した。家督の際は
家督御禮と稚して、石高に從ひ金品を提供すべきものとせられた。幕
初に於ては一般的なる制度は無く而も額は相當高額を提供してゐた。
例へば元和三年（醤薩三美竺讐）五月三肌ll形五十一萬石最上駿河守家親
死しその子義俊家督の際は、銀五百枚、綿五百把、蝋燭千挺、馬一匹、
天刀の外に、父の遺物として刀と唐肩衝を捷供してゐる（註四）。
　その後次第に御禮の額が法定せられることとな鉱三十萬石以上は
巻物二十叉は綿五十把、銀百枚又は金五枚、馬二匹及刀と定められ、
二十萬石以上は巻物廿（註五）又は綿五十把以下三十把以上、銀五十枚
叉は金：五枚、馬一匹及刀となつてゐる。十萬石以上は巻物一1卜叉は綿三
十把、銀三十枚叉は金五枚乃至三枚、馬一匹、家によう刀を添える。
五萬石以上は巻物五或は綿二十把、金三枚と，15一匹廼あ弧二萬石以
上は巻物五に金二枚、萬石以、ヒは巻物二に金二枚である（駐六）。隠居の
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揚合には隠居したる者よ◎も提供すべく、その額は三十萬石以上は綿
二十把、巻物五乃至十、金馬代であめ、五萬石以上は餐物五、金馬代、
萬厨以上・と雅も金馬代は提供すべきものとした（註七）。????（（?（
（
（
（（
戯禮式上、古事類苑官位部三、一三九頁所牧。
同上o
同上。
台徳院殿御實紀巻四十六。
古事類苑同上には此廿は十となつてゐる。今前後の關係によつ’で改めた。
同上o
同上o
第十三　統制　負　澹
　大名領地及びその領民拉に大名の家臣に封しては、幕府の支配は問
接にのみ及び直接には及ばざることを原則とした。唯場合によ蚤或は
時期を限う或は揚所を限う或は人を限つて、それ等に幕府の支配が直
接に及ぶごとがあつブ～。か㌧る揚合に大名は幕府をして自由に之を爲
さしめねばならなかつた。大名は忽溶の義務があつプ～。それを此庭に
統制負櫓と呼ぶこと＼する。之を幕府の側より見れば、英國中世法の
奪ing’s　pe＆eoであ弧欧洲大陸法のK6nigsb＆m1に外ならない。帥
ち本來幕府の直轄領内にのみ行はるべき幕府の領主椛が、それを越え
て大名の領主権に優越して行はれるのであウ、欧洲に於てはか㌧るも
のが次第に蟹張せられて諸侯の領主椹を歴し、途に之を衰滅せしめて
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國王の中央集権を完成するに至るのであるが、我國に於ては籐う登展
することなくして終つた。
　大名は自己の家臣を率ゐて將軍の爲に部隊を構成して之に随從すぺ一
きであり、將軍の要求ある揚合には封外戦孚たると封内戦孚たると、
日光杜滲の如き儀式的なる行軍たるとを問はず、之に慮ずる義務があ
つた。か㌧る際に所定の人員装備を具ふべきは言ふ迄もないが、その
上にそれ等の人員が將軍の特に登布せる取締規定に直接に拘束せられ、
ることを容認せざるを得なかつた。條々其他の名を冠して登布せられ
たる藪條叉は十歎條の軍令・は、斯くして大名の家臣を直接に拘束し、
從つて若し軍令違反者があれぱ、直接幕府の裁到によつて庭断せられ．
たのである。その多くのものは、（イ）喧嘩口論の禁止、違反者は是非
を論ぜず爾成敗、（ロ）抜け駈の禁止、違反者は功名するとも科罰、（ハ）
他部隊に混入することの禁止、違反者は武具馬具共に没牧、（二）陣中
にて馬の取放の禁止、（ホ）長柄以外の持鑓の禁止、（へ）押買狼籍の禁一
止、（ト）小荷駄は左側通行、（チ）山坂にて山沿通行等の禁令命令を倉
んでゐた。元和元年（甚慧三柔主至）四月四日大坂夏陣の際のものを初と
して比々皆然り（註一、。
　元和三年（醤薩三柔セ毛）四月四日1彫Eの日光杜滲に際し・その供奉者
に登しブ～る條々も亦、供奉者に編入せられたる限◎の者は大名の家臣
たりとも、直接之によつて拘束せらるべき性質のものであつた。騎馬
の列に替馬を曳入る㌧ことを許さず、之が達反者は銀一枚の制裁を受
くべしとし、その他行列の進行宿泊等に闘し藪々の規定を置く（註二）。
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その他幕府よゆ大名に分捲せしめられたる築城等の普請（土木工事）の
工事揚に於て、分澹大名の家臣雇人等は幕府の取締規定の直接適用を
受くべきであつた。但しその揚所に在つて工事に從事し叉は監督の衝
に當れる：者に限つて適用を受けたること言ふ迄もない。即ち揚所時期
、及び人に於て限定せられてゐるわけである。若し此限定が無ければ大
名は大名としての存在を否定された事になるわけであ外軍なる代官
的存在となつで了ふ。叉大名に封してか㌦る制限を加へる統制権が幕
府の手よ蚤失はれれば、その時幕府は幕府たることをやめたのであ
め、、幕府も他の大名と同列の領主と化する。
　以上の如き行政的命令的なるものの外に、なほ司法的受動的なる統
制を幕府が行ふことを招溶せねばならなかつた。帥ち自藩の住民と他
藩の住民（殊に村と村）とが雫ふ場合、大名は自藩の住民が幕府の裁到
所（遠國奉行、評定所）へ出訴して幕府法に依つて裁到せられることを
容認せざるを得ない。但しその際原告の所属する大名の添簡を得て訴
を起すべく、これなき揚合には受理せられないのであるから（註三）、一
慮それは大名の任意によつて自登的に出訴を許すかの如くに見える。
然しそれば経由すべき軍なる手績に過ぎず、大名は全くそれを拒み得
ない立場にあつた。即ちか㌧る迂路によつて幕府の直接支配の槽は大
名領地の人民に及んだのである。
　然らぱ更に進んで巡同裁剣的方法によつて大名の裁鍛整吸牧を幕府
は企圃しなかつたか。徳川幕府は六年毎に叉は少くとも將軍の代替ウ
毎に・巡見使なるものを大名領地直轄領地の匝別なく派邉した（2姻）。
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恰も律令制の巡察使（註五）、欧洲中世フランク王國に於ける皿isi　domi－
ni磯猷）に似たる制度であるが、元和元年十一月二十九日に於けるそ
れの創置の際には少くとも訴堰の受理は行つてゐブ～に拘はらず（註七〉、
その後何時の頃ようかそれすら禁止せられて「公事訴訟目安被講取断
敷之事」となつた（註八）。恐らく添簡を以てする出訴の方法が確立した
るが故に、その必要なしとせられたのであらう。斯くしてフジンク國
に於ける皿isi　dominici叉は英國の十二世紀に於けるchiefjustici㎝●
やChancellorによつて果きれた如き（註九〉、裁判権を通じての中央集
樺化は實現の途を阻まれたのである・然しそれ等の巡見使は「御料私
領共に、町在々所々仕置之善悪、可被承之事」等の事を使命としてゐ
たので（註一〇）、大名にとつて好ましからざる者であつたことは言ふ迄
もない。況んや「巡見使脛過の時作法上意に合さる」揚合には改易の
制裁を受けねばならなかつたと：なれば、蓉酋更である（註一一）。
（註一）　台徳院殿御實紀谷三十五。
（註二）同巻四十五っ
（註三）　徳川禁令考後聚第一秩四二〇頁。
（註四）　徳川禁令考第三軟四九一頁。
（駐五）養老令職員令太政官條末項。
（註六），Brunner・Heym島nn3．GrllnzOge　der　deutschen　Recht8gcschich協　1929，
　　　S．670
（註七）台徳院殿御箕紀巻四十、同「1條。
（註八）（註一〇）　徳川禁令考策三峡四九五頁、寛文七年閏二月十八口。
（駐九）　Pollock－M＆…t1乱nd：History　of　Eng1おh　I，aw．1。p。3生一50
（駐一一）　例へぱ天和；年憶月二十ニロ播州明石六瓜石本多出雲守疋利、逡州横須賀五〇
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萬石本多越前守利長はこ、の理由によつそ改易となつた（慶縄録）。
第十四法令負旛
　序説に於て述べたるが如く、慶長十六年（醤蒼三美主二）四月十二日在
京の諸大名は徳川家康に三ケ條の誓詞を差出し、その第一條に於て「如
右大將家以後代々公方之法式。可奉仰之。被考損盆。而自江戸於被出
御條目者。彌堅可守其旨事。」と定めて居動、最後に「右條々。若於相
背者。被途御糺明。速可被庭嚴重之法度者也。」と制裁規定を置いてゐ
る（註一）。そしてその際在京してゐなかつた東國及北國の諸大名は、翌
慶長十七年一月五日、上述の誓詞の追認を行つブ～（註二）。斯くして大名
達は、鎌倉幕府以來集積して慣習法となれる諸法則を遵守すべき負捲
を負ムと共に、江戸幕府よめ新に制定登布せらる㌧諸法規を遵守すべ
き義務を負ふた。これを法令負櫓と稻するわけである。
　法令負捲は從つて大名飼人に附着するものであ飢大名の領地に・
否、大名の家臣に直接關係するものではない。大名の家臣領民等は大
名の登する法令、謂はΨ藩法によつて拘束されブ～のであつた。法典の
如き藩法の存在した藩もあム（註三）、然らざる藩滝あつブ～が、とも角藩
法の存在は當然の皐として幕府よム黙認せられてゐた。寛永十年（醤轟
三美聖…）八月十三日に定められてゐる公事裁許定の策十條に「國持之
而々家巾丼町人百姓目安之事、共國主可爲仕置次策事」といメ、のは
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（註四）、裁判管轄の権利が領主に在ることを定めたものであつて、各藩
が濁自の法律膿系を有することを許可する旨を、定めたものでないこ
とは言ふを侯たない。唯排他的な裁到管轄梅を各藩が有して居れば、
自然濁自の内容を有する藩法の存在が可能となると言ひ得る。從つて、
結果に於て濁自の藩法を可能ならしめてゐたに過ぎない。これと錐も
寛永十二年六月二十一日の武家諸法度がその末條に於て「萬事如江戸
之法度、於國々所々可遵行事」と定めて（註五）以來は、その厘迫によう、
て濁自性は次第に減少せざるを得なかつたのである。帥ち此武家諸法
度は大名の自藩に於ける立法権を制限する方法によつて、問接に幕府
法が大名領地の武士及領民を拘束するに至つたのである。
　法令負捲の内容を成す規範には、成文のものあウ不文のものあ弧
個々の事項に就き定むるものあウ、叉武家諸法度の如く綜合的なるも
のもある。その内容が今日よう見て道徳的訓戒的なものもあれば、嚴
密に法律的なるものもある。享保六年（醤藷三看全二）九月二十六日の上
意と稚せらる＼歎ケ條のものは前者に厨し（駐六）、享保元年閏：二月二二十
六日、「本家分家相績之儀二付被仰出」との條々・（謝：）蜘こ寳暦十二年
（簾三転圭）六月二＋八日r妾月賜子有之麟子相願追而妾服之男子
丈夫屈之事」は後者に屈する（註八）。然しながらそれ等の墓本を成し且
内容多岐に亙れるものは武i家諸法度であう、元和元年七月のもの（秀
忠）は十三條、寛永十二年（聾蒼三柔斐釜）六ノ」二十一日のもの（家光）は
二＋一條、寛文三年（舗蒙謁瑚二＋三肋もの（家綱）亦同じく・
天和三年（醤蒼三棄受…）七月二十五日のもの（綱吉）は十五條・賓永七年・
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（醤諺三毫主8）四月十五日のもの（家宣）は十七條・享保二年（醤諺三毫彗）
三月十四日のもの（吉宗）、延享三年（舞藷…理茜美）三月二十一日の竜の
（家重）・寳暦＋一蝋罐砦⇒一肘一日のもの（家治）、天明七年
（醤諺…望更老）九月二十一日のもの〈家齊〉、天保九年（醤藷三異奎灸）二月二
十一日のもの（家慶）は全く天和三年のものに同じであう、從つて條歎
も亦相同じ。嘉永七年（醤誌醤）丸月二十九日の竜の（家定）、安政
六年（醤藷三慧）九月二＋五日蝿のく家茂）も大部分同様である瓜
唯一ケ條大船製造許可制のことが加はつてゐる。今これ等の諸法度を
通覧してみると、その内容によう二十五項目となし、更に之を五種に
牧束し得る。
　第一種は大名の素行服飾等個人的生活に關することであ鉱その第
一項目は文武の修養を怠るべからざる旨を墨げたるもので、秀忠・家
光・家綱の第一條はこれである。家宣の第一條前段も之に當る。然し
天和三年のもの及ぴそれに績く諸法度の第一條は似て非なるものであ
う、領内の治政につき文武忠孝の思想を昂揚すべきことを述べてゐる
（註九）。第二項目は服飾制限に關するもので、色彩・形状・布地等に關
し詳細のことを定めてゐる。秀忠以下の第十條、家宣に限う第十二條
が之に充てられてゐる。第三項目は乗輿使用制限に關するもので、秀
忠以下の策十一條、家宣のみ第十三條が之に當てられてゐる。第四項
目は私闘の禁であう、家光の第七條によつて創置せられ、天和以下の
もの亦同じく、家宣の策十條亦之を定めてゐる。但し大名佃人封個入
のもののみならず、軍勢を用ぷる揚合を含めてゐる。附足として領内
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の裁判権の領主に存すること、虹に若し二領主に跨る事件は原則とし
て爾領主協定によつて解決を圖るべきも、若し決し難き場合には幕府
の評定所に移途すべきことを定めてゐる。第五項目は家臣を新しく召
抱へる揚合には充分人物を吟昧すべく、主君に封し叛逆を行ひたる者
叉は他人を殺傷したる嫌疑ある者を召抱ムベからざるは勿論、事後に
於て到明したるときには直に之を追放すべきことを命じてゐる。秀忠
の第四條、家光家綱の第十二條、綱吉拉に吉宗以下の第七條末段及0ζ”
家宣の第十條附言が之に當る。以上五項目は大名として負捲に威ずべ
き種類ではなく、而も充分封建的なるものと言ふことは出來ない。
　第二種は比較的大名の個人的行動に關するものではあるが、封建的
負捲たる内容を濃厚に有するものである。第六項目として婚姻制限を
墨ぐべく、萬石以上は婚姻に當つ宅必ず幕府の許可を受くべきものと
した。秀忠以下杢部の第八條。但し家宣のもののみ第十四條。第七項
目は徒窯盟約の禁止であ弧秀忠の第七條、家光・家綱の第六條、天
和以後の第五條、家宣の第十六條が之に當る。第七項目は壇興の禁で
あう，、江戸叉なその他の地k於て如何なる事態登生するとも、手兵と
共に自由に移動することを禁止し、必ず幕府の下知を待つべきものと
した。家來庭刑きる㌧揚合と錐も亦然ウ。秀忠のものに無く、家光・
家綱の第四條及第五條、天和以降の第六條、但し家宣のみは第十一條。
第八項目の私之關所新法之津留等の新儀禁止も亦之と表裏を成す皐項
である。秀忠に無く、家光・家綱の第十六條、天和以下の第五條後段
が之に當る。家宣に無し。第九項目は築城の禁止、修理の取締であ外
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堀・土居・石垣等の修理は必ず幕府の許可を受くべく、一櫓・門・塀等
は自由たるべしとする。秀忠の第六條、家光・家綱の第三條、天和以
下の第六條、家宣の第五條である。第十項目は五百石以上の大船建造
禁止であ凱家光・家綱の第十七條に現はれ天和以降も第十三條但書
k於て之を縫承したが、嘉永・安政のものは、嘉永六年黒船渡來の後
を承けて禁を解き、軍なる許可制としてゐる。以上五項目は禁制的方
向に於て大名の負捲となつた事項廼ある。第十一項目たる養子の制限
竜亦之に類する。相績人を限定して自由なる相績を制限したのであつ
た。秀忠以下三代に無く、天和以下第十二條、家宣のみ第十五條に之
を定めた。
　第三種は大名が積極的に提供を爲す形に於ける封建負捲の定であ，
鉱之に厨するも秒として第十二項目に滲観交替を墨げ得る。秀忠の
第九條、家光以下の第二條、・家宣の第四條であ弧その形式は從者の
員歎を制限する形を探つてゐるが、その前提として馨観交替を命じて
居り積極的提供命令に歎へ得る。第十三項目は人質の塵置に關するも
のであ弧人質の提供を前提とし、その確保を目的とする規定であ
る。家光・家綱の第十三條にのみ存する。第十四項目は軍役・公役の
提供食婚を前提とする兵馬の整備、支料の儲蓄に關する規定である。
初の三代に無く綱吉以下の第三條に定められてゐる。
　第四種は大名自ら行ふべきことを内容とせず、大名が領内の行政に
當め採るべき方針を指示する規定である。第十五項目、鮮飲・侠遊・
好色・破廉恥・貧利・傳変を禁止すべき規定。秀忠の第二條、家宣の
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第八條。第十六項目、文武忠孝を働し禮儀を正し領内不孝の輩を庭罰
すべき規定。．家光・家綱の第二十條、綱吉以下の第一條。第十七項目、
諸事倹約令。家宅・嫁要・饗慮・贈答に及ぶ。秀忠及家宣の第＋二條、家
光以下の第九條。第十八項目、領域内の行政適正化、領民の安居樂業
の實現の規定。家光・家綱の第十四條、綱吉以下の第十三條、但家宣
のみは第二條。第十九項目、宗教政策の規定。家光・家綱の第十九條
は耶蘇教の禁止、綱吉以下の第十四條は新寺建立の禁止及寺領没牧の
禁止、家宣の第十七條は寺領渡牧の禁止のみを定めてゐる。第二十項
目は交通政策に關する竜のであウ．、．道路・橋梁・渡船・騨馬等の欠飲撤
去を戒め、交通妨害を爲さビるべきことを命ずる。家光・家綱の第十
査條、天和以降の第十三條後段である。但し家宣のものに敏く。第二
十一項目は秀忠にのみ在鉱その第三條、法度に背きたる輩を領内に
隠し置くべからざること、進んではその第五條、他國者を居住せしむ
べからざることを要求してゐる。
　以上の外第二十二項目として家老その他の行政澹當者の選任に留意
すべきこと（秀忠の第十三條）、第二十三項目として大名が幕府の役人
とな動たる揚合に執務の公正を期すべきことの定も見られる（i家宣の
第六條及第七條）。然しこれ等は何等大名に新なる負澹を課するもの
ではなく、當然行ムベき’ことを性意的に定めたに過ぎない。箪二十四
項目殉死の禁（天和以後策十二條但書、家宣の策十六條）亦然り。從
つてこれ等は無観し得る規定と言ぷべきであるが、家光の時より加は
ムたる「萬事如（慮）江戸之法度於國々灰々可遵行之專」は、第二十五
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項目として極めて重要親すべきである。これ等を雑とし、第五種と爲
し得よう。
　法令負澹に封する違反は塵繕の制裁を俘つた。その法令・的根族は慶
長十六年四月十二日の三個條誓詞の救である。「右條々若於相背者
被途御糺明速可被庭嚴重之’法度者也」とあ鉱その嚴重之法度が重き
制裁り意たることは言ふ迄もない。齢負澹の内他に掲げたる諸負捲
に該るものを別としても、例へば第九項目に違反したるものとして元
和五年（醤諺三美銑）六月九日、安藝廣島躰四十九萬石絵の領主輻島並
則は屡繕せられ（註一〇〉、慶安三年（醤蒼三美詔）八月七日、一萬五千石
内藤石見守信度は吉利支丹宗門の士を臣列に加へたる廉を以て贋絶せ
られ（註一一）、寛文八年（醤諺三美柔交）八月二日宇都宮城主奥季美作守忠
昌は殉死の禁違反にて二萬石を渡牧せられてゐる（註一二）。
　（註一）　日本古代法典七七一一二頁。
　（註二）家忠日記追加二＋一、古事類苑官位部三、一・七五五頁所牧。
　（註三）藩法に關しては特に、教健二「肥後藩刑法草書の成立」（法學論叢第四八巻第五
　　號所牧）参照oそれ等の藩法は京都管國大學法學部紀要の形に於で、同學部日本法制
　　史研究室編を以’で、近世藩法養料集成として閏版され’てゐるo昭和十七年三月の第一
　　巷には誼山藩議定書及盛岡藩律が、同十八年三月の第二巻には御刑法草書附例が牧め
　　られ，てゐる◎
　（註四）御當家令條雀三十四、石井良助編、近世法制史料叢書第二、二五一頁o
　（註五＞　日本古代法典七七七頁q
　（註六、　徳川禁令考第四帳四七一頁o
　（註七）　同四九九頁◎
　（駐八）　同五〇〇買o
　（鮭九）同九〇一一〇三〔頁o
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（註一〇）　慶絶録上巻o
（註』一一）　同中巻o
（註一二）　同上ρ
第十五軍役負澹
　「養兵千日・用在一朝」とは（註一）古今の金言であう・從つて大名に
求むる幕府の軍役は、大名の果すべき諸多の封建負憺の内最も重きも
のといふことが出來る。唯それが制度として確立したときには既にそ
の現實的提供の必要を見なくなつたときであり、叉それの現實的提供
を必要とするに至つたときは既に幕府の威力衰へ、提供を大名が肯ん
じなくなつてゐた。例へば慶慮元年（醤窓三疑莫至）五月長州征伐の場合
の如し（註二）。故にこの軍役負捨は制度としてのみ存在し、現實にその
提供を見る乙とのなかつた黒占に於て、上來述べ來つた諸負澹とその趣
を異にする。唯僅にそれの部分的提供の形に於て、島原一揆の討伐軍
の出陣、日光杜滲供奉行列の編成が行はれてゐるのみである。
　軍役の制が確定したのは、元和元年より十九年目一に該る寛’永十乍
儲三美空…）朗＋畑飢とである．凍よ銑慶餅九年（簾三美
瑠）末の大坂冬陣にば、和歌山の領主淺野似狩長晟が三＋ブし虹千
石を以て一萬絵騎にて家康に從軍したる費例あ奴駐三〉、その他の詳細
ば知う難いが、「大坂冬御陣に鍮ウ大軍なめとて人を減ずべしと有て夏
陣には減じけれどもいまだ多とて元和年巾に至て若御出陣レ）時如此減
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ずべしとて」改定が行はれた由を記す書あ、奴註四）、それの改定新制度
なるものを寛永十年のものに比するとほ寸同様であるから、恐らく大
、坂陣の際の脛験によつて寛永十年に至つて確定したものと考へられ、
哉定制度は所謂丸役に非ずして分役であつたと考へられる。
　寛永の定は千石よう初めて十萬石に至るもので、二千石にては未だ
馬上の定なきものが、三千石二騎となウ順を追ムて増加し萬石十騎に
至る。然し五萬石は七十騎十萬石は百七十騎といム具合に石薮に完杢
に比例せず、比例以上に増加してゐることに注意すべきである。鐵砲
に就ても同様であう、二千石二挺のものが一萬石二十挺十萬石三百五
十挺とせられた。然るに鑓は石数に比例しては増加せず・二千石五本
のものが一萬石三十本であ弧十萬石百五十本であつた。旗も五千石
二本のものが一萬石三本、十萬石二十本となつて居う、弓は二千石一
張一萬石十張二萬石二十張で、その邊まで13」順調に増加するが、それ
以上は増加率が減じ十萬石六十張となつてゐる（瓢）。元和の定と傳へ
らる＼ものと萬石未満に關しては多少の相違を見るが、萬石以上に關
しては全く同一である。徒歩の士卒に關しては二千石四十三人迄の規
定はあるが、それを超えたる石藪に就ては定がない。百石二人塘であ
る、馬上一騎毎に七人を加へるから（黙）一萬石にては恐らく二百七
十人となう、十萬石kては三千二百人となつたてと㌧、思ぶ。
寛赫砕儲三乗蜘二肌原履討伐の鯨同地賭到した人
員として、細川忠利及その子光術二萬二千五百人、鍋島勝茂・同直澄
三萬五千人、松凧忠之・黒田長興・同高政一萬八千人、立花宗茂1』同
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忠茂・八千三百人、有馬直純・同康純三千三百蝕人、小笠原忠眞六千
人、小笠原長次二千五百人、水野勝成・同勝俊・同勝貞五千六百人、
松李重直千主百人、寺澤堅高七千五百七十五入、松倉勝家五百鯨人、
その他合せて十二萬四千蝕人と報じてゐる（註七）。乙れ等の内例へば
水野勝成は三萬石であ銚從つて上述の標準に從へば三十五騎にて足
う約八百五十人となる筈であ銚残る約五倍の人員は眞の戦闘員でな
く、輻重その他の人夫であるとの想定も一鷹可能であるが、小笠原長
次一萬石に封し二千五百人は残る人員甚しく多く、この想定を以ては
解き得ない。況んや水野の領地は三河であう、小笠原の領地は播磨で
冷るに於てをや。從つて上述の軍役は大名の果すべき最少限度を定あ
たるものと解し、それを超ゆることは大名の任意たるべきものとせら
れてゐたと理解すべきである。
　寛永十五年を降ること十｛年の慶安二年（醤藷三美蹴）十月軍役人歎
割なるものが明瞭に定まつた。二百石より初め十萬石に至る。その山
萬石以上のものを見るに、一萬石二百三十五人、二萬石四百十五人、
三萬石六百十入・四萬石七百ヤ十入・五萬石千五人・六萬石千二百十
人、七萬石千四百六十三人、八萬石千六百七十七人、九萬石千九百二
十五人、十萬石ご千百五十五人となつで居奴註八）、大榿石歎に比例し
て増加してゐるが、多少減率してゐる。弓鐡砲鑓旗等の員数は寛永十
年と同じ。
軍役の定は最少限度を定めブ～るものと解すべきこと上述の如くであ
るが、日光祉滲、上洛等の供奉の如き儀禮的なる揚合には、寧ろ所定
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の人員を超ゆべからざる制約を受けたものと解すべきである。五萬石
未満は馬上弓鐵砲とも牛役たるべきことが令せられ（註九）、九萬石迄は
馬上三十騎（軍役は七十騎乃至百五十騎）十萬石以上は馬上四十騎とせ
られ、諸道具以下も馬上員薮に比例すべきことが令せられてゐる〈註一
〇）。’遠國の大名は更に減少せられ　萬石よう滲萬石迄馬上五騎、四萬
石よう六萬石迄馬上七騎、七萬石よう九萬石迄馬上十騎、十萬石以上
馬上十五騎を超ゆべからざるものとしてゐる。諸道具以下馬上に鷹じF
減少すべきこと亦同じ。馬上員歎には物頭等を含むことも特に附言せ
られてゐる（註一一）。幕末天保十四年（醤惹三喪臼…）四月の定竜ほ里これ
に同じく。一萬石馬上二騎、二萬石同五騎、三萬石同七騎、四萬石十
騎、五萬石以上十三騎、十萬石以上十七騎とし、鐵砲はこの匠別に從
ひ二挺、十二挺、十七挺、二十五挺、三十挺、四十五挺とし、鑓も亦
七本十本二十本土十本二十五本三十本とした。弓は同じく二張五張五
張七蝶十五張十五張としたが・旗は一萬石が一本たるほかは凡て二本
としてゐる（註一二）。
　日光祉滲法度は寛永九年三月十六日制定のものを最初とし、慶安元
年（醤藤三美鍛）四扉日鯛のは全く之に伽（註一三）・萬治二年（簾三
美調＋二月＋三日のもの亦同じ（註咽）．寛二娼年（簾三素…）朝＋
五日のものも同様であるが、その諸道具に關し特に規定を麗き、五萬
石以上鐵砲八十挺弓二十張鑓六十本旗三本とし、十萬石以上百挺三十
張七＋本五本としてゐる（距五〉．享保＋二年（蹄葦杢老）八月のもの
（註一六）・明和六年（麗理美究）五♪ゆも礁（註寸）皆異砺がない。
第＋五軍　役　負　携 99
唯幕夫天保年周k至つて上述の如き憂化を見たのであつた。因に、日
光肚参供奉を行へる萬石以下の者に封してはその分限高に鷹じ特に扶
持米を給與し疫のであるが（註一八）、大名に封しては何等その事がな
く、大名に封しては旧光肚滲供奉が完全なる負罐であつたことが之を
以ても知り得る。
　是等軍役拉に日光杜滲供奉が大名に封する負憺であつて、而もその
額が幕府側の一方的決定を以て上下し得るものであつた黒駐に於て、更
に』叉從軍日歎の制限のなかつた鮎に於て英國の騎士領（㎞ight’s角e）
起封する一年四十日問の軍役の定等と趣を異にし、而も必ず現實提供
たるべく、英國に於けるが如く一ポンド（一日六ペンス）』叉は一マノγク
（一日四ペンス）の冤役料（scut乱ge）の認められて居らなかつた黙に於
ても著大なる差異を見るのである（註一九）。
　（註繭）水瀦專、第：六十同o
　（註二）徳川禁令考第一秩一二〇頁・一、御軍役之人馬員敷之儀着慶安度御定之通に候
　　得共大小銃者櫓加可致事勿論候事薯但弓隊之儀者勝手次第たるぺき串；。
　（駐三）　台徳院殿御實紀巻三十、慶長十九年十一月六口條。
　（註四）享保二年有澤武貞「軍役古今通解」の賀州軍役考第九項、江戸御軍役之書考。日
　　本経濟大典第＋巻四三〇頁。
　（註五）大猷院殿御賓紀巻二十二、寛永十年二月十六日條o
　（註六）　註三E斤引滲照o
　（註七）　大猷院殿御實紀巻三十七、寛永十五年二月二十五口傑o
　（駐八）　穂川禁令考第一帳一三三頁◎
　く註九）　同一九一頁o寛永九年三月o
　〈駐ワO）同上o
　（駐一）同上o
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G往一二）　同二一八頁o
（註一三）　大猷院殿御實綿巻七十、・同日僚o
（註一四〉御鰯書寛保集成四〇五頁o
（註一五）　同四〇五頁o
（註一六）　同四・マニ頁o
（註一七）同天明集成一頁。
（註一・八》　同寛保集成四一五頁、享保十二年十一月◎
（註一九）　Holdsworth：『H㈱ry　of：Eng1抽h：Law6VoL　I工Lμ40。
結 語
　江戸幕府時代の封建制は集椹的封建制であるとは學界の一致する見
癬であ弧而もそれは主として政治的に理解せられてゐる。然し法令
負捲その他の節に於て述べた如く、集権は叉武家諸法度その他の法令
を以て裏づけられてゐる。そしてそれに墓いて施行細則的なる法令が
登布せられ、諸大名を、或は諸大名の領地領民を、直接問接加統制し
た。叉それに基いて諸種の負捲を課した。負捲は情誼に基くかの如き
外装を成るべく採らんとしたが、それは實質上法律的なるものであつ
た。叉双方的なるかの如き外装を有したが、負澹は大名に封する一方
的なるものであつた。將軍は何等張制せらるべき負捲を負ぷてゐなか
つた。そして大名のそれ等の負捲は凡て將軍に封するものであう、天
皇に封するものではなかつた。禁裏御吉凶に際して禁裏に獄進するこ
とはあつても、それは將軍に封する義務を果して居るものに外ならな
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かつた。その性質に於て、前將軍等の法要に際し、塘上寺等に大名か
ら獄進すると異る所なきものと考へられてゐた。この黙に於て此時代
????
制度は朝廷を除外して、徳川將軍を頂瓢とする立禮形を形成し
てゐたものと言はれ得る。
　大名の將軍な封する物質的負澹の面は、從來とかく輕親せられ來つ
た。然し御祝儀、香典の名に於ける負搬、御禮の形に於ける負憺等の
常時的金銭的負捲は決して僅少ではなかつた。臨時の土木負捲を加へ
れば街更である。これ等の負婚の大名一人當ウの額拉に萬石當9の額
等を算出せねば充分説明し得たものと言へないわけであるが、現在正
確にその計歎を示し得る史料に乏しく、叉筆者はその任でもないので、
後日適當なる研究者を侯つて明らかにせられることを望みつ㌧、唯そ
の種類を示すに止めた。
　扱て封建負憺の制はイ可時迄存績し、何時委を消しブZものであらうか。
結論を先に示せば、それは明治二年（醤薩三交美究）六月十七日の版籍奉
還迄存在して居う、その時に於て消滅したのであつブ～ρ
騰三年（蹄三焦を）＋月三日、H寺の將軍徳川麟は大政奉還の上
表を朝廷に奉つプ～。そして翌日勅許があつブ～。更に同月二十四日將軍
職の餅表を奉つブ～。之に封し朝延は直に聴許せられず、同年十二月九
日王政復古の大號令を登すると共に將軍職贋職の庭置を探られ、翌十
日酢職聴許の旨を通達せられた。今や1彫Eは存在せざるに至つた。從
つて大名の特軍に封する封建的關係は浦滅し、叉封建負澹も消滅した
（註一）。但し大名そのものは諸侯と稻せられて存在した。この諸侯の天
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皇に封ずる關係は如何なる性質のものであつたか。これに就て筆者は、
封建關係に在うしものと断定する。その理由を述べれば次の如くであ
・るo
　第一に五ケ條の御誓文である6慶鷹四年（明治元年）三月十四日の五
ケ條の御誓文は、諸侯の天皇に封する關係に於ては、慶長十六年四月
・十二日諸犬名が將軍徳川秀忠k封して行へる三ケ條の誓詞に似たる性
質を有するものであつた。勿論五ケ條の御誓文は陛下が天地紳明に誓
ひ給ふたものではあるが、その御誓文を奉戴すべき旨を総裁・公卿・諸
侯が誓ひ、御誓丈の末尾に「勅意宏遠（中略）、臣等謹テ叡旨ヲ奉戴シ死
ヲ誓ヒ胆勉從事翼クハ以テ震襟ヲ安シ奉ラン」と記して各自名印を行
つて居る（註二）。そして同年閏四月十四日の勅旨に「諸侯参朝御制度之『
儀ノ・追テ可被出候得トモ先頃御親征行幸御出賛前御誓約濟之向ノ・一先
御暇複下候庭共後上京御留主中滞京還幸後御誓約濟之面々ニテモ同様
く中略）御暇被下候（下略）」とあるσこ㌧に御誓約濟云々は言ふ迄もなく
諸侯の行へる竜のを指してゐるのであウ、陛下の行ひ給へることを指
してゐるのではない6同年五月十五日にぱ、奮幕府高家旗本在京の：者
共に封して本領安堵を仰付けらる㌧と同時に、それの御請の誓紙を葦
出きしめ、更に近日中に日を定めて一同に「御誓約被仰付1べしとして
ゐるが、此御誓約は諸侯の行つたものとそ¢）性質に於て異る所がない。
五ケ條の御誓丈登布の形式が、その起草者三岡八郎（由利公正）虹に繭
岡藤次（孝弟）の案の如き天皇と諸侯との會盟の形式を捨て㌧、勅意を
刷朋に封して表示せられ諸侯もそれに從ふといふ形式を探わつ＼も、
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なほそれが會盟の實質を有してゐたことは、蔽ふべくもない事柄であ
る。
　第二に幕府時代に行はれてゐた封建的諸儀式諸負澹の糧績的存在で
ある。そして大騰天皇を將軍に、大宮御所を大御所に比定してゐるか
』に見える。慶慮四年（明治元年）二月二日には「節朔御封面非常中ハ不
被爲在候旨」が総裁宮より通達せられたが」同年三月十七日にば、五
節句拉に毎月朔日には御祝詞言上の爲に参内すべきことを命じて居
鮎同年八月十九日の行政官達に、來る二十七日は御部位式當日につ
き「恐悦可申上Jく「在京之諸侯ハ今日ヨリ爾三日中滲朝」すべしとある
は決して軍なる滲賀でなく、それは封建負澹たる登城負憺に外ならな
かつた。そして御貌儀負捲を伜つてゐた。八月二十四日行政官達は
「在京諸侯献物ノ儀ノ・九月朔日ヨリ五日迄ノ内二以使者奏者所へ可差
出候事」と定め、人別に太刀一腰を献上すべく、更に大宮御所へ家別
に干鯛一箱を獄納すべきことを命じて居る。そして在京せざる諸侯は
重臣を以て之を行象べきことを命じてゐる。そして服喪中の者及偶’尼
は特に期日を繰上げ二十八日及晦日の爾日に警賀獄上を行ふべきこと
㌧してゐる（註三）。叉八朔献上物に關し同年七月二十八日太政官達は
「例之通獄上可有之候事」と定めてゐる。例之通とは幕府時代と同様に
といぷ意味に外ならない。何となればその前年の八月朔日には幕府ぱ
訪ほ＃在し、老中縫殿頭、兵部大輔以下の諸役人、虹に譜代外様の諸
大名は例年の通ゆ登城の上、八朔の御貌儀を申述べ、太刀目録を將軍
　　　　　　　ぺに獄：進してゐるからである（註四）。但し翌明治二・年七月十日の蓮は、1翫
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籍奉還後の故か「八朔太刀献上今年不及其儀候事」と令してゐる。太刀
にのみ關して居蚤他物に及ばないが（註五〉、太刀献上の屡止こそは封建
制度の意識的塵滅を物語るものと禰して差支ない。なほ蛇足ながら、
明治元年十一月十五日の定は、諸侯家督相績拉に叙任等の場合kは、
御禮の爲に滲内し、且つ御太刀一腰を献上の上、大宮御所へは干鯛一
箱を獄上すべきことを命じてゐることを附言する（猷）。
　以上二個の黙よめして、大名（諸侯）の封建負捲は明治二年六月十七
日の版籍奉還迄存績し、その時に於て消滅し完と断定する。客観的に
見て然るのみならず、當時の人々の意識に於て然うしものと言へるの
である。そして版籍奉還の日に於て諸侯の稻も屡止せられて華族，と稽
せらる＼に至つてゐる。（昭和＋八年＋月二＋六日）
　（註脚）　その結果、諸大名の妻子江戸強制屠佳、の制も全く消滅に蹄し國もとへ蹄つて差
　　：支なかつたわけであるが、依然江戸藩邸に居住し’で居つた者も居たちしく、こわに關
　　しで特に明治元年四月七日に布告が褒せちれでゐる。
　（註二）　同月十七日に、その際記名洩おの着は明十八日已刻滲朝して加名ナベき旨が命
　　ぜられ・でゐるo
　（註三）　明治元年八月二十六日行政官逮o
　（註四）績徳川實紀、慶喜公御：實紀同日條o
　（註五）　明治三年七月二十八日の留守官達により此年より八朔の獣物は慶止せるれた●
　（註六）　明治四年太政官布告第三四三脱を以で獣物腹止。
一（絡）一一
